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経済学研究 33-1
北海道大学 1983.6

J.H.M.ポッぺ「テヒノロギーの歴史」とマルクス

一一マルクス「機械論」形成史研究(5)一一一
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V1I. W資本論』第1巻第 13章注89について
総括

はじめに

「もし批判的なテヒノロギーの歴史 (Eine

kritische Geschichte der Technologie) とL、うも

のがあれば，それは一般に， 18世紀の発明が一

個人のものであることがどんなに少ないかを証

明するであろう。このような著作は，これまで

のところでは，まだ存在しなし、J!)o

この一節はいうまでもなく『資本論』第1巻

第 13章第 1節注 89の記述である。戦前来の

「技術論論争」においてその理解をめぐって争点

となってきたところであるの。いまここでこの

1) Marx Engels Werke， Bd. 23. S. 392. Wマノレク
ス・ェγゲノレス全集』版『資本論』第1巻， 487 

ベージ。以下MEW.Bd. 23. S. 392， 487ベージ
というように略記する。
2) 1"技術論論争」の成果については， 中村静治『技

術論論争史，上・下~ (青木書庖， 1975年)，属啓
『技術論論争~ (ミネノレヴァ書房， 1977年〉参照。

田 文和

論争にたちいることは本稿の目的とするところ

ではない。 Lかし，戦前の到達点といわれる相

川春喜『技術論~ (唯物論全書，三笠書房， 1935年〉

をーべつすれば，その積極的内容にもかかわら

ず汽「テヒノロギーの批判的歴史J(25ベージ〕

という誤訳を「テーゼ」としてくりかえし，テ

ヒノロギー(技術学)の規定からテヒニーク(技

術)の規定を導き出そうとする基本的な問題点

をみることができるであろう (30ベージ〕。相川

が「テヒノロギーの批判的歴史」と誤訳した「批

判的なテヒノロギーの歴史」とは，マノレクスの

言葉からうかがえるように， 1つの「著作」で

あり，また本稿で明らかにするように，マノレク

スが「テヒノロギーとその歴史」を学んだ， J. 

H. M. ポッベの著作『テヒノロギーの歴史』

(J. H. M. Poppe， Geschichte der Technologie. 3 

Bde， 18⑪7-1811)を念頭においた記述なのである。

従来の「技術論論争」においては，マノレグス

が依拠した文献・学説にまでたちいったぜ検討

は，資料上の制約もありほとんど行なわれてい

なかった。しかし最近の，いわゆる『機械論草稿』

を含む新 MEGA 版 H861-1863年草稿』めの

刊行完了や，マルクスの 1851年『テヒノロギ一

史抜粋ノート』め， 1845年『パベジ・ユーア抜

3)相川春喜の技術論の積極的内容については，拙稿

「日本資本主義分析と技術論一一相)11春喜を中心
に一一JW唯物論研究』第5号， 1981年を参照。
4) Karl Marx Friedrich Engels， Gesamtausgabe 
(MEGA) II. 3. 1~6， Karl Marx， Zur Kritik 
der Politischen Okonomie (Manuskript 1861 
1863) Dietz Verlag， Berlin， 1976~1982. 以

下，MEGA. II. 3. 1. S.というように略記する。
5) Karl Marx， Die technologisch-historischen 
Exzeゆte.Historisch-Kritische Ausgabe. Tra-
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粋ノート』めの解読書公刊は， 従来の「技術論

論争」と『資本論』理解に一定の再検討を迫る

ものとなっている。

1. マルクスの『テヒノロギー史抜粋ノート』

マノレグスは， 1851年にリカードウ地代論を検

討する過程で，農学の自然科学的基礎 (8~11 月

にリーピヒとジョシストシの研究〉 と，歴史的素材

でテヒノロギーを勉強したり。またこの年5月

から 10月にかけてロンドンで万国産業博覧会

が開催され，マノレクスもこれを観覧した。これ

がマルクスのテヒノロギー研究への一契機にな

っていることは前稿8)で指摘したところであ

る。マルクスの『テヒノロギ一史抜粋ノート』と

よばれるものは，マルクスの手書きの XVII

の番号をもち，現在アムステノレダムの社会史国

際研究所に所蔵され，マノレクスのノート類 B-

56に分類されている。ノート解読者によれば，

このノートについての言及がある 1851年10月

13日付のマルクスからエンゲルスあて手紙の

2~3 週間前，すなわち 1851 年 9 月から 10 月に

かけて抜粋されたと推定される930

ノートは全体で44ページ(ノートの大きさは

22. 6 x 18. 6 cm)からなり，以下の内容と分量が

含まれている。

J. H. M.ポッベ 1118世紀と 19世紀はじめ

の機械学〔力学)~ (1807年) (1文章のみ〕

ポッペ『一般テヒノロギー教程~ (1809年)

(2 2/3ページ〕
ポッベ『物理学， とくに工芸，マニュファ

クチュアと他の有用産業に応用された物理

nskribiert und herausgegeben von Hans-Peter 
Muller (Ullstein， WG. 1982). 
6) Karl Marx， Exzertte uber Arbeitsteilung， 
Maschinerie und lndustrie. Historisch-Kriti-

sche Ausgabe. Transkribiert und herausgege-

ben von Rainer Winkelmann (Ullstein， WG， 
1982) 
7)， 5) S. LXXXIV. 
8)拙稿 111諸国民の産業』と『資本論J]J北海道大学
『経済学研究』第32巻第3号， 1982年， 89ベージ。
9)， 5) S. [15]. 

学~ (1830年)(61/2ベージ〕

ポッベ『最古代から現代までの数学の歴史』

(1828年)(1ページ〕

ポッベ『テヒノロギーの歴史~ (全3巻，

1807~1811 年) (26ページ〕

A・ユーア著カールマルシユ・へーレン編

『技術辞典H全3巻， 1843~1844 年)(7 2/3ペ
ージ〕

J. ベックマン『発明史論集~ (全5巻， 1780 

~1805 年) (1/4ページアの

みられるように，ポッベとくに『テヒノロギ

ーの歴史』を中心として， A・ユーア『技術辞
典~ 11)と，ベックマン『発明史論集』を含んで

いる。ポッベは，当時テヒノロギーの第一人者

で， ロンドンにも多くの文献があった。そこで

マルクスはこれを利用したとみられる12)。一方，

ポッベの師 J.ベックマン (JohannBeckmann， 

1739-1811)の『発明史論集』からは，第1巻の

火酒，チューリップ，価格表，為替相場表，第

2巻の煙突の項目を合計1/4ページ抜粋する

のみにとどまっていた。これはのちに明らか

にするように，ポッベ『テヒノロギーの歴史』

は， ベックマン『発明史論集』から多くの素

材をとっており，すでにポザベを読んでいたマ

ルクスは，ベックマンがくりかえされているこ

とを理解し，ベックマンから多くを抜粋しなか

ったものとおもわれる 1330 当時， イギリスで

はスミ一トン(JohnSmeaton， 1724-1792)やウ

ィリスなどの個別分野の機械工学 (mechanical

engineering) が形成されつつあったが， 全体を

包括するものはいまだっくられておらず.技術

史や技術学史関係の文献は独自のものはなく，

ベックマン『発明史論集』の英語版が流布してい

る状況であった。そこでマノレクスはベックマン

やポッベの著作に注目したものとおもわれる。

10)， 5) S. LXXVII. 

11)拙稿「アγ ド日ュー・ユーア『製造業の原理』と
マルクス」北海道大学『経済学研究』第31巻第5
号， 1982年， 90ベージ参照。
12)， 5) S. LXXVIII. 
13)， 5) S. LXXVI. 
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抜粋の中心となるポッベ『テヒノロギーの歴

史』からは，主としてつぎの部分を写しとって

L 、る。

第1巻，穀物製粉機と製粉機械一般(107行】，

毛織物 (88行J，綿紡績・織物 (22行J，絹
(58行J，全般的序説 (53行J，

第2巻， 時計工芸(124行J， 製紙製造工芸

(56行J，天文・一般的物理・科学用具 (37

行】，武器製造 (50行J，鋳貨 (23行J，
第3巻， ランプと光 (41行J， タバコ (27
行J，印刷工芸(22行J，塩と砂糖製造 (35行J，

なめし皮業 (25行J，火酒製造(19行J，染色

工芸 (31行JOI4)

マルクスはこの抜粋を， Ii経済学批判要綱jJ，

1i1861-1863年草稿jJ，そして『資本論』とくり

かえし利用している。したがって本稿の課題は

マノレグスの抜粋の中心となっているポッベの著

作の検討と，マルクスによるその利用法の分析

におかれる。そのさい，われわれの関心の中心

は，マノレクスの抜粋の大部分を占めるポッベ『テ

ヒノロギーの歴史』の内容と，マノレクスによる

抜粋箇所，そして『資本論』における利用法に

ある。これを明らかにするためには，前提とし

て，ポッベの生涯と著作活動を概観し，ポッベ

のテヒノロギー学説の全体を分析しておくこと

が不可欠である。

ところで問題となるのは， 1851年に抜粋され

た『テヒノロギ一史抜粋ノート』が， 1863年1

月になって読みかえされ， 1i1861-1863年草稿』

中の『機械論草稿』で検討されるにいたったと

いう事実である。別稿において詳論する予定で

あるが， Ii機械論草稿』はその官頭ノートV-192

に， 1863年1月に読みかえしたノートのポッベ

『テヒノロギーの歴史』を利用している。 この

ことは， 1862年 12月から 1863年1月に大部分

執筆をおえていた『剰余価値学説史』のあとに，

『機械論草稿』を冒頭から書きはじめたことを

意味する。通説のように， Ii機械論草稿』は『剰

余価値学説史』によって「中断」されているの

ではないのである。そこで『剰余価値学説史』

14)， 5) S. LXIII. 

をへて， Ii機械論草稿』を叙述するにあたって，マ

ルクスにとっての基本的な課題は， リカードウ

の剰余価値論，機械論に欠如していた「機械に

よる労働日延長j，r労働強化j，r婦人・児童労
働」などの問題の解明であったとおもわれる。

『機械論草稿』官頭はこうのベる。「資本家に

は労働時聞を強力的に延長する能力を与えてい

る，新たな諸条件j15)は， 機械による「労働の

外観上の容易さj，r熟練の機械への移転j，r資
本の専制にいっそう従順である婦人・児童労働

とし、う要素」である。この問題をさらに検討す

るには，資本制生産の「物質的基礎」たる機械

に道具が転化することによってこうむる労働の

変革はいかなるものであったかを知らねばなら

ない。そこで『機械論草稿』に入って，さきの

課題をとくにあたって，労働手段としての機械

の特質，道具との区別と関連などをまずそれ自

体として明らかにする必要が生じたのである。

そのために前稿でみたように，ウィリスの機械

学の講義にかよい， かつ自ら， Iiテヒノロギ一

史抜粋ノート』などを読みかえしたのである。

II. ポッベの生涯と著作活動

1776年1月16日，ゲッチンゲン大学の機械

工の息子として生まれたヨハン・ハインリッヒ・

モーリッツ・ポッベ (JohannHeinrich Moritz 

Poppe， 1776-1854)は， 18世紀末ドイツの博愛

主義的教育をうけた16)。時計技術に力を注いだ

15) MEGA. II. 3. 1. S. 303，邦訳『マルクス資本論
草稿集， 4jJ， Ii経済学批判(186ト1863年草稿〉第
1分冊jJ，大月書庖， 1980年， 529ベージ。
16) W. L. Volz， "Nekrolog， Johann Heinrich 
Moritz von Poppe“， Zeitschrift fur die 
Gesa1叩teStaatswissenschaft， Bd 10， 1854. S. 
375.なお，邦文で， ポッベをテーマに取り扱っ
た先行業績として，学会報告ではあるが，以下の
ものがある。木本忠昭 118~19世紀ドイツ技術

学の成立過程とJ.M. PoppeJ第23回日本科学
史学会年総会 (1976年，山口大学〕。徳永盛一・藤
田恵子「マルクスの『技術ノート』について (2)
-J.H.M.ポッベの『技術史』との関連を中

心にして一一」第24回日本科学史学会年総会
(1977年，早稲田大学〕。木本忠昭 119世紀ドイ
ツ社会変革と技術学の成立J第26回日本科学史
学会年総会 (1979年，専修大学〉。
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父の仕事場を手伝っていたポッベは，父の病気

の間，仕事場で、家族のために稼がなければなら

なかった。 ポッベの批判者は， rポッベはもと
もと時計屋であり，今もそうであるにすぎなし、」

といったけれども17Lしかしポッベはこれによ
って，有用な機械知識を身につけることができ

たのである問。ポッベは第1回対仏同盟戦争に

よって， 1794年，ハノーパー陸軍に徴募された

後，ゲッチシゲン大学に入学した。大学では数

学と物理学を，ケストナー (AbrahamGottheH 

Kastner， 1719-1800) とリヒテンベルグ (Georg

Christoph Lichtenburg， 1742-1799) から学び，

のちに，ベックマンからテヒノロギーと官房学

の指導をうけた19)。大家族をかかえたポッベ

は，時計についての実用的な論文を雑誌に投稿

し，さらに時計の辞典や歴史を出版して家計を

助けた(第1表を参照〉。これらの仕事は，ベックマ

ンの評価をうけると同時に203，ベックマンの指

導とゲッチンゲン大学の豊富な図書によって文

献的にもいっそう確かなものとなった21)。これ

はのちの『テヒノロギーの歴史』中の「時計工

芸史」の基礎となっている。

またこの時期，ポッベは数学と物理学の歴史

や機械の利用に関連して各種の懸賞論文を書い

ている。 1800年，ゲッチンゲン大学哲学部から

数学の賞をうけたラテン語論文「ギリシャの幾

何学者たちおよびデカルト以前の彼らの後継者

たちがとらえた，円およびその他の曲線を機械

学的工芸と建築術に使用することについての論

争史的考察J(1802年『最古代から 19世紀は

17) A. Timm， W. Treue， Einleitung， Popp巴:
Geschichte aller Erfindungen und Entdec-
kungen. 1847 (reprint， 1972， Gerg Olms Ver-
lag) S. VI* 

18) Johann Heinrich Moritz Poppe， Autobiogra-
phie in E. Heyden her.， Galerie beruhmter 
und merkwurdiger Frankfurter. (Frankfurt， 
1861) S. 245. 
19)， 18) S. 246. 
20) J. Beckmann her.， Physikalisch-尚onomische
Bibliothek. Bd. 21. (Gottingen， Bandenhock 
und Kuprechtschen Verlage， 1802). S. 198~S 
201. 
21)， 16) S. 377. 

じめまでの機械工芸と建築術に利用された全て

の曲線の詳細史』としてドイツ語で出版)は，そ

の後の数学史と物理学史研究の出発点となった

ものである問。 1803年，メーレンのレオポノレ

ド・フォン・ベルヒトノレト (Leopoldvon 

Berchtold)伯爵から受賞した論文『さまざまな

危険から人間の生命を救出するための機械や発

明としてどのようなものが知られているか。他

のものより優れているのはどれかj](1804年，

各国語印刷)は，各種の安全装置や職業病を防

ぐ手段を分析し23¥~テヒノロギーの歴史』第 1

部の職業病についての記述に生かされている。

1805年，ライブチヒのヤブロノフスキー科学協

会の数学賞をえたラテン語論文D8世紀におけ

る機械学〔力学〕文献の増加と進歩についての

考察」は， 1807年に増補されて， ドイツ語で

H8世紀と 19世紀はじめの機械学〔力学)j]と

して出版された2430 これは『テヒノロギーの歴

史』の各部分における機械学〔力学〕史叙述の基

礎となている。

ポッベは 180必年，ゲッチンゲン大学で学位

をとり，そこで私講師となった25)0 1805年，フ

ラングフノレトのギムナジウムから数学と物理学

の講師として紹かれ，同年，教授になり加俸を

得て結婚した26)。このフランクフノレト時代初期

のポッベの著作活動はもっとも内容のあるもの

であった。すでに1803年には， 15年後に完結

する『総合機械工学百科j] (180③~1818 年，第 1

~7巻， 1827年第8巻)27)を出版しはじめた。

これはベックマンの『一般テヒノロギー草案』

(1806年) の素材としても利用されている問。

逆に『総合機械工学百科』第5巻の「機械の分

22)， 18) S. 247~S. 248. 
23)， 18) S. 249. 
24)， 18) S. 249. 
25)， 18) S. 249. 
26)， 18) S. 250. 
27) Encyclopadie des gesammten Maschinenwe-
sens. (Leipzig， Georg Vos.) Bd. 1-7. 1803~ 
1818. Bd. 8. 1827. 
28) J. Beckmann， Entωurf der algemeinen Tech. 
nologie， aus dem Vorrathe kleiner Anmerkun-
gen uber macherley gelehrte Gegenst誼nde.
(Gottingen， Johann Friedrich Rower， 1806) S. 
71. 
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類J29)は， ~草案』の一般テヒノロギーの区分に

したがっている。 また 1804年の論文「現在ま

での全てのマニュファクチュアと工場の歴史と

その成立についての試論J30)は， ~テヒノロギー

の歴史』の構想をはじめて示したものとして注

目される。 1806年には，テヒノロギー研究史上

記念碑となるベッグマン『一般テヒノロギー草

案』が公刊された。ポッベは周年， ~草案』の提

起をうけて 4つの区分と 60の項目にわたる『テ

ヒノロギー便覧』第1部31)を出版した。

1807年，学術協会 (Gesellschaftgelehrter 

Manner)監修の『工芸と科学の歴史』シリーズ

の第8部「自然科学の歴史」第IV編「テヒノ

ロギーの歴史」として， ウィーンの権威アノレト

ムッター (GeorgAltmutter， 1787-1858) の指
名をうけて， ~諸科学の復興から 18 世紀末まで

のテヒノロギーの歴史~(第 l 巻，全 3 巻 1811 年

完結)を出版した問。これもベッグマン『草案』

と密接な関係があることはのちにみるとおりで

ある。 1808年の論文「一般テヒノロギーへの寄

与J33)は，ベックマン『草案』の提起をうけた，

ポッベ自身の一般テヒノロギーの試論であり，

翌 1809年『一般テヒノロギー教程， 種々の手

工業，工芸，マニュファクチュア，工場におけ

る，全ての仕事，手段，道具，機械の知識入

29)， 27) Bd. 5. 1810. S. 615妊.
30)， 27) "Versuch einer Geschichte aller Manu-

fakturen und Fabriken， von ihrer Entstehung 

an bis auf gegenwartige Zeiten“， Journal fur 
Fabrik， Manufaktur， Handlung， Kunst und 

Mode， Bd. XXVII. 1804. S. 98~S. 136. 

本文献は木本忠昭氏の御厚意、で利用できた。記し
て謝意、を表したい。以下，文献33)，92)， 267)も

同様である。
31) Handbuch der Technologie. Erste Abtheilung 

(Frankfurt am Main， Jakob Christian Benja-

min Mohr， 1806). 
32) Geschichte der Technologie seit der Wieder-
stellung der Wissenschaften， bis an das Ende 
des 18 ten Jahrhunderts. 3 Bde. (Gottingen， 
Johann Friedrich Rower， 1807~1811). 
33) "Ein Beitrag zur allgem巴inenTechnologie“， 
Journal fur Fabrik， Manufaktur， Handlung， 
Kunst und Mode. Bd. XXXV. 1808. S. 37~ 

S.63. 

門~3のとして出版された。以とのように， この

時期のポッベの著作は，師ベックマンの『一般

テヒノロギー草案』と密接に関連しながら，ベ

ックマン「一般テヒノロギー」論の展開を試み

たのである問。のちの『発明便覧~36) (1818年)，

『特殊テヒノロギー教程~37) (1819年)， ~機械

工学教程~ (1821年)38)， ~一般テヒノロギー詳

細入門』的 (1821年) などはこの系統のもので

ある。

フランクフルト時代，ポッベは著作活動のほ

かに，工芸学校制度の設立に力を注ぐととも

に4ベ解放戦争 (1813年) で被害をうけたフラ

ンクフノレトの産業を復興するために， r有用工
芸促進協会 (Gesellschaft zur Bef紅白rung

nutzlicher K色nste)J と日曜学校の活動を熱心
に行なった4130 この時期に多数出版されている

ポッベの通俗科学書はポッベの如上の活動と切

り離して考えることはできないであろう(第

1表参照)。しかし，同時にみのがしえないの

は，ポッベが実際の蒸気機関を知らずそれを解

説したり，正式の製図教育をうけていないこと

に対して42¥r著者(ポッペ一一引用者)は必須
の実際上のこまかし、知識をもちあわせておら

ず，……彼の活動は純粋に文献的であった0 ・

…実際の観察や経験を収集するには，時間，機

34) Lehrbuch der allgemeinen Technologie oder 

Anleitung zur Kenntnis aller Arbeiten， Mi-
ttel， Werkzeuge und Maschinen in den ver-
schiedenen Handwerken， Kunsten，lVIanufak-
turen und Fabriken. (Frankfurt am Mayn， 

Friedrich Wilmans. 1809). 

35)， 16) S. 381. 
36)， Handbuch der Erfindungen. (Hannover， 
Helwingschen Hofbuchhandlungen， 1818). 
37) Lehrbuch der speciellen Technologie. (Stutt-

gart und Tubingen， J. G. Gotta'schen Buch-

handlungen， 1819). 
38) Lehrbuch der Maschinenkunde. (Tubingen， 
C. F. Osiander， 1821). 
39) Ausfuhrlichere Anleitung zur allgemeinen 

Technologie. (Stuttgart und Tubingen， J. G. 
Gotta'schen Buchhandlung， 1821) 
40)，18) S. 251. 
41)，18) S. 251~S. 253. 
42)，16) S. 376 
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会，素質がたりなかった」川という，カーノレマル

シュ (Karl Karmarsch， 1803-1879) の厳しし、

批判の生ずる，ポッベにおける「濫作」傾向が

すでにこの時期にはじまっていたことである。

1818年，ポッベはチューピンゲン大学に新設

された，国家経済学部のドイツ最初のテヒノロ

ギー講座正教授と Lて招聴された4430 これは

1815年， プレヒトル (JosephPrechtl， 1778-

1854) によるウィーン総合技術学校のテヒノロ

ギー教授への推薦を謝絶したあとのことであ

る45)。ポッべによれば「大学で教師になるとい

う長い間の念願J46)があったからであるとL、う。

チューピンゲン大学に移ってから 1841年の退

職4りをはさんでポッベの著作活動はいっそうそ

の強度を増した。しかしポッベは新Lい時代の

テヒノロギーとますますかけはなれ， カーノレマ

ノレシュによって「浅薄さと間違いがおよそ得ら

れた最高の目的J48)と酷評されるような事態が

ポッベの通俗科学書にあらわれた。テヒノロギ

ーの研究分野では， ウィーン学派のプレヒトノレ

やカーノレマノレシュらの仕事がすすみ49〉，フラン

スでの技術経済，産業経済の研究も進展がみら

れた。また，ポッベの固有の領域である普及の分

野においても，アラゴー (D.F. Jean Arago， 

1786-1853) のように高い水準のものがあらわ

れていたのである50)。しかし，当時ポッベはテヒ

ノロギーの権威としてそれなりの評価をえてい

たため， ~国民自然科学』と『国民産業学』は

多くの版と諸外国語版を重ねている51)。

43) K. Karmarsch， Geschichte der Technologie， 
seit der Mitte des achtzehnten Jahrhunderts. 
(Munchen， Oldenbourg，1872) S. 876 
44)，16) S. 383. 
45)，17) S. VII*.アルトムッターがその教授となっ

た。カーノレマノレシュは彼の弟子である。
46)，18) S. 254. 
47)，16) S. 387.自伝では1844年退職となっている。
(18) S. 255.). 

48)， 43) S. 876. 
49)，プレヒトル編集で，アルトムッター・カーノレマノレジ
ュの共同作業による『テヒノロギー百科Jl(Tech時
nologischen Encyklopadie) (全20巻，補5巻，
1830~1869 年〉が出版されている。
50)， 16) S. 383~S. 385. 
51) Allgemeine Deutsche Biographie. (Leipzig， 

ポッベの後任， フォノレツ (W.L. Volz)の計

算によれば，ポッベの著作数は98(雑誌論文と

新版をのぞく)， 149巻になる。しかし，ポッベ

の仕事の3分の2は複製，再版であったとい

う5230 以上のように，チューピンゲン時代のポ

ッベは， r時代おくれの通俗科学作家」というべ
き性格づけをうけてもやむをえない面がある。

それゆえ，テヒノロギー研究家としてのポッベ

は， ゲッチンゲン時代とフランクフノレト時代に

焦点をあてて検討，評価されるべきである。マ

ルクスが利用しているポッベの著作も主にこの

時代に属している。

第1表 ポッベ著作(前期〉目録

(W. L. Volz. S. 387~S. 391を一部訂正〕

1794年

①「懐中時計と時計工芸全般の現状についてJW新
ハノーパ{・マガジ γJl1794年12月29日号

1796年

②「どんな懐中時計によっても作動させられる新し

く発明された2つの目覚し装置についての記述」

『工場，マニュブアグチュア，商業， 工芸， 流行

のための雑誌』第 11巻(以下『工場誌』と略記

する〕

1797年

③「工場で製作される懐中時計の改良に関連したい

くつかの注意JW工場誌』第 12巻
④ ③のつづき

⑤『時計工芸史試論』

1799年

⑥「時計屋が，時計の修理のさいに，歯車やぜんま

いなどをとりだして，その代りに，他の不良品を

中に入れはしまいかと，世間が危慎するほどのこ

とがあるだろうかJW工場誌』第 16巻
⑦「γ ュヴアノレツパノレトにおける時計工芸史の一部

と，いわゆる木製時計に関連したその地方の商取

引についてJW工場誌』第 17巻
③「どんな懐中時計によっても作動させられる目覚

し装置についてもう一言J(向上〉
⑨「もっとも細かい最上質の穀粉をえるための，製

粉の種類の方法について，アメロカにおけるもっ

ともすぐれた製粉場の方法にならって，英語から

の訳JW新ハノーパー・マガジンJl(連載〉
⑮『時計工芸の理論，実用辞典』第 1巻

1800年

向上第2巻，全2巻
⑪ 118世紀後半におけるドイツの機械工芸の状態

Duncker und Humblot) Bd. 26. 1888. S. 419. 
52)， 16) S. 395. 
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についてJW工場誌』第 18巻
⑫『限の錯覚，すなわち自然における種々の奇異な

現象の解明』

⑬「ギリシャの幾何学者たちおよびデカノレト以前の

彼らの後継者ーたちがとらえた，円およびその他の

曲線を，機械学的工芸と建築術に使用することに

ついての論争史的考察J(ラテ γ語〉
⑭ f4月29日，ゲツチシゲγ周辺で恐るべき惨害を
ひきおこした落雷について一言JW新ハノーバー
.マガジ γJl1800年5月26日号

⑬「いわゆる塔上時計または教会時計についての評

論JW新ハノーパー・マガジシ』
1801年

⑬『青年向けの機械の話』

⑫『摩擦学説についての実用的論文』

⑬『理論的実用的時計工芸史詳説。最古代の日区分

の仕方から 18世紀末まで』

1802年

，⑫『最古代から 19世紀はじめまでの機械工芸と建

築術に使用された全ての曲線の詳細史Jl(⑬の訳〉

③『青年向けの新しい物理の話』第 1巻

1803年

③の第2巻，全2巻
@W総合機械工学百科，実用機械学の完全講義』

(1803~1818 年，全 7 巻， 1827年第8巻〕

②「燃焼建造物の階上から人間を救出するための道

具と機械についてJW新ハノーパー・マガジン』
1804年

③『さまざまな危険から人間の生命を救出するため

の機械や発明としてどのようなものが知られてい

るか。他のものより優れているのはどれか?Jl

(1803年受賞論文の印刷， フラ γス語， オラ γ

ダ語，デシマーク語，スウェーデン語，ハシガリ

{語に翻訳〉。

@W煙突建築の全体』

③「現在までの全てのマニュプ 7:7チュアと工場の

歴史とその成立についての試論J，W工場誌』第27
巻

1805年

③『人命救助概説，あるいは海陸で人聞がさらされ

ている幾多の生命の危険を予防し，また避けられ

ぬ危険から救出するための教程』

② D8世紀における機械学文献の増加と進歩につ
いての考察J(ラテシ語〉

1806年

(J・ベックマ γ 『一般テヒノロギー草案Jl)

⑧『テヒノロギー使覧』第 1部 (1810年完結， 全3

部〉

1807年

③『テヒノロギーの歴史』第 l巻

@W懐中時計の知識と取り扱い入門』

(W子供のための物理Jl)

@n8世紀と 19世紀はじめの機械学Jl0②の訳〉
1808年

②③の補足

③「一般テヒノロギーへの寄与JW工場誌』
1809年

③の第2版

@fドイツ発明史についてJW工場誌』
③「大へん簡単な揚水機についての記述JW工場誌』
③「懐中時計の最新史小論JW工場誌』
@Hマイヤーノレデとホッホシュテッター，機械工芸
史への寄与JW工場誌』

③「肩幅の広いなわスプリングは自動装置ではな

いJW工場誌』
@f金の時計歯車についての注，⑧への補足JW工
場誌』

⑬「フラ γクフノレトのトピアス・ホッホシュテッタ

ー。機械学の才能は自力で開発させることができ

るということの新しい一例JW工場誌』
⑪『一般テヒノロギー教程』

@W実験物理学便覧，最新の発見の成果をとりいれ

て改訂』

⑬『新しく発明された目覚し時計の記述』

1810年

⑮の第2版

@f新しいタパコ・ミュ{レの描写JW工場誌』
1811年

⑬の第2版
@W青年のための物理』第 1 部 (~1820 年完結，全

8部〉

@W人間の生命を保護するための便覧』第 1 部(~

1815年完結，全3巻〕

③の終了 (Wテヒノロギーの歴史」第3巻)
1812年

@Wイギリス・マユュフ 7:7チュアの精神』

1814年

シェーデノレ『商品レキシコ γ』編集， (全2部〉

⑬『純粋，応用数学教程Jl(第 1部， 1815年完結，

全2部〕
1815年

⑧⑬の終了

⑫『人聞を救助するためのホッホシュテッターの機

械の描写』

(W天文科学の体系Jl)
1816年

IQ?H工芸上の熱心さと，産業全般の最高の段階にあ
るドイツJ
@Wテヒノロギー・ Vキシコシ』第 1部 (1820年完

結，全5部〉

1817年

@W青年のための魔法Jl(全3巻〉
OW手工業者のための良い学校の目的と設立につい
て』

1818年

OW掛時計，置時計，懐中時計，その機構，保守，
修理，据えつけ』

OW発明便覧』
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ow常用商品百科』
@Wテヒノロギーの研究について』
~Wいわゆる永久機関について』

1819年
ow特殊テヒノロギー教程』
001"イギリスの時計工芸，旋盤，綿編物，毛織物マ
ユュプアクチュアJWマーチジの機械工芸百科』ド
イツ語版(ポッベ編〕

⑪「最新の重要な発明・発見J(朝刊新聞〉
1820年

@，@終了，⑫⑬@の第2版
@W市民，農民のための総合経済・テヒノロギー使

覧』

@Wラノレ γダ，我々の愛の守護神』

1821年

ow機械工学教程』
~W一般テヒノロギー詳細入門』

III. ポッベのテヒノロギー論

① ベックマンの一般テヒノロギー論

ポッベのテヒノロギー研究は，ポッベの師ベ

ックマンの『一般テヒノロギー草案~ (1806年)

の構想と密接な関係をもっていた。ベックマ γ

は『テヒノロギー入門~ (1777年) において，

「テヒノロギーとは，自然諸物の加工ないしは

手工業の知識を教える科学である」問， Iテヒノ

ロギーとは，全ての仕事とその手順と基盤を完

全に秩序だて明白に説明する」叫と， テヒノロ

ギーを定義していた。『一般テヒノロギー草案』

は， これをさらに発展させて Iテヒノロギー

は，自然の原料ならびにすでに加工された原料

について，およそ人聞がなしうるありとあらゆ

る種類の利用の仕方を教えるJ55)とのベ， テヒ

ノロギーの利用・応用・展開によって，Iし、ろい

ろな種類の利用の仕方」を生み出すことに注意

53) J. Beckmann， Anleitung zur Technologie 
oder zur kentnis der Handwerke， Fabriken 
und Manufacturen. (Gottingen， Wittwe， Van-
denhoeck， 1777). Einleitung， S. XV. 
54)，53) S. XVI. 

55)， 28) S. 3.なお『草案』の邦訳は， 特許庁内技術
史研究会訳『ベックマ γ ・西洋事物起原 IIIJI(ダ
イヤモシド社， 1982年〉に所収されており，参照
させていただいたが，誤訳も散見されるので，独

自に訳出した。

を向ける5630 そこで「目的を達成できる手段の

全ての目録J57)を「一般テヒノロギー」とよび，

「一般テヒノロギーの部門では，どのようなさ

まざまな方法にもとづ、いて，そしてどのような

さまざまの道具により……(加工されるか一一

引用者)を教示するJ58)。これに対して， I特殊部

門 (derbesondere Theil)で、は，個々の手工業

の記述がなされるとするJ59)。

ベックマンが「一般テヒノロギー」を提唱し

た目的は， I手段や道具の転用」によって，産業

振興をはかるところにあった。すなわち， I将

来，一般テヒノロギーが完成し，そして学者た

ちのテヒノロギーの知識に対する関心が高まり

続けるならば，そのための時間と機会をもっ多

くの学者たちにより，熟練した親方たちがさま

ざまの手段や道具の転用を試みようとするきっ

かけが作り出されるであろうJ60)と。そして一

般テヒノロギーの内容と条件について，それが

一般部門と特殊部門とからなり，一般部門では，

「特殊部門にあげられている仕事と手段の共通

的および特殊的目的を示1.....，仕事および手段の

よってたつ根拠を説明し，それに加えて……個

別的手段をこれまで使用されていなかった対象

に転用する際にどれを用いてよL、かとL、う手段

の選択に役立つ事柄について簡単に示さなけれ

ばならないJ61)。すなわち，個別の仕事と手段か

ら共通目的をぬき出して，Iこれまで使用されて

いなかった対象」に転用するさいの条件を明ら

かにしようとしたのである。一般テヒノロギー

56)これまでみてきたように， カーノレマノレジュは，ベ

ックマyとポッベに批判的な評価を加えている
が，テヒノロギーの定義 (43)，S. 859)や，ベッ
クマγにいたる「テヒノロギーの歴史」総括にお
いて (S.860~S. 870)，ベックマγやポッベにした

がっている。そのうえで，カーノレマノレシュは，それ

までのテヒノロギーに対して， 1"内的構造のない，
外的な形態を記述J(S. 881)したという核心をつ
いた批判を行なっている。
57)， 28) S. 5. 
58)，28) S. 5 
59)，28) S. 5. 
60)， 28) S. 10. 
61)，28) S. 19. 
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の特殊部門は，のちにポッべによって特殊テヒ

ノロギー (besondereoder specielle Technologie) 

として展開される。ベックマンは， さきの立場

から，項目を，①細かくする，②滑らかにする，

③平らにする，④光沢を出す，⑤磨く，にわけ

て，さらに①細かくするを，労働対象別に区分

し，それを細分したのである6230

②ポ γベのテヒノロギー論

ポッベの一般テヒノロギーの構想がベックマ

ン『草案』の提起にもとづいていることは，

1808年の論文「一般テヒノロギーへの寄与」問

と『一般テヒノロギー教程』で明らかにされて

いる。すなわち『一般テヒノロギー教程』は， 1"手

工業，工芸における種々の仕事と手段の目録J6の

を明らかにするとのベ， 1"手工業は， 仕事をあ

る仕事場から他の仕事場へ転用(むbertragung)

することによって改良されるJ65¥1"目的と手段

の面で，同ーかあるいは互いに似ている多くの

仕事が存在J66)しているという視点から， 改良

のために目録を完全なものとするとしている。

ポッベがとりあげている仕事と手段は，ベッグ

マンと類似しているけれども，その分類の方法

は異なっている。ポッベは仕事の目的別に5つ

に分類し，それを6章にわたって展開している

(第2表参照)。みられるように，手段が前面に

出ている章と，操作が前面に出ている章が混在

している。

一般テヒノロギーについて，ポザベはベック

マンと同様に産業振興策として位置づけてい

62)テヒノロギーの形成史ならびにベックマ γのテヒ

ノロギーについては，木本忠昭氏の一連の論稿を

参照のこと。木本氏は，風巻義孝『商品学の誕生

一一ディマシュキーからベックマシまで一一ー』

(東洋経済新報， 1976年〉の問題点をも明らかに

している。木本忠昭「ドイツ技術学史研究をめぐ

る若干の問題一一風巻義孝氏の Beckmann研究
に寄せて一一」広島大学『社会文化研究』第5巻，

1980年。同「ドイツ官房学とテヒノロギーの形成

一ーその (1)，(2)J広島大学『社会文化研究』第

6巻 1980年，第7巻 1982年。

63)，33) S. 37. 
64)， 34) S. 3. 
65)，34) S. 10. 
66)， 34) S. 10. 

第2表 ポッベ『一般テヒノロギー教程』の目次

ページ

序説'"・H ・...………...…...・H ・..….....… 1

第 1章 雑多な自然物体を細かくする，一般に自然

物体を均等な部分か不均等な部分に互いに

分離する目的をもっ仕事…………・-…… 12
第1節分割すると引き裂く…………...・H ・-…… 14
第2節切断する…...・H ・..…………...・H ・.....・H ・..18 

第3節すり砕く・H ・H ・..…-…...・H ・..……...・H ・..29 

第4節打ち砕くと圧し砕く・H ・H ・..……・.....・H ・..34 

第5節 打ち延ばすとしぼり出す・H ・H ・..………・・ 40
第6節微動による分離…...・ H ・..…・…...・ H ・..….46

第7節 水の運動による固体部分の分離と液体そ

のものの分解・・……一.......・H ・......・…・・ 55

第8節 液体へ溶解する過程によって物体を分解す
る'"・H ・......・H ・・・・・・H ・H ・...……...・H ・..….63 

第9節 第1の物体を，他の物体から，第3の物体

の親和性によって分離すること………… 71
第10節 熱による分離...・H ・H ・H ・..…………...・H ・..77

第11節冷凍による，他の物体からの物体の分
離...・H ・..…・・・・…………...・H ・.....・H ・...85 

第2章 物体の微小部分の相互の結合あるいは他の

物体との結合を弱めるための種々の仕事

・86

第1節 加熱によって，物体の微小部分の結合を弱
めること...・H ・.....・H ・・・H ・H ・.....………・・・ 87

第2節 水によって結合を弱めること・……・-…101
第3節 器具を用いて結合を弱めること…...・H ・..103

第4節 物体が，他の種々の物体に付着するのを阻

止すること・・……・・・・…….....……・・・・・・・104

第3章 均等な部分かあるいは不均等な部分に物体

が分離されているとき，それらを結合する

こと・・・・・・・・・・・・・・・・ ・....一一................一...106

第1節撚り合わせと折りたたみ・H ・H ・.....・H ・..…106

第2節結合と混合…...・H ・.....・H ・..…...・H ・..…・..111

第3節 金属の混融および他の物体との結合… ..113

第4節 油その他の油脂や樹脂が他の物体と結合す
ること...・H ・..…...・H ・..…...・H ・......……117

第5節 分離された物体が粘着力によって結合する
こと…….....・H ・…...・H ・........・H ・...…・…119

第6節 簡単な機械力による分離体の結合...・H ・..125

第4章 物体の各部を互いに近づけて，そのことに

よって物体を調密にし，国体を同時により

強くするための種々 の手段...・H ・H ・H ・.....128

第1節 打つこととたたくことによる調密化…...128
第2節圧縮による澗密化...・H ・.....・H ・.....・H ・..…130

第3節 機械的手段のみの併用によって，物体の各
部を近づけて物体を澗密化すること……131

第4節 小穴や割目に物体を充満させて籾密化する
こと・H ・H ・H ・H ・........・H ・・...・H ・・...・H ・..…136
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第5章 物体に固有の形，すがたを与える手段…138

第 1節 裁断道具や食い切り用具を使用 Lて物体の

形をつくること・・・・・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・...138

第2節 打撃，圧ばく，引張りによる物体の拡
張・…….......・H ・・・・・・H ・H ・.......・H ・.......・・・141

第3節 庄ばくと打撃により物体表面の固有の形を
つくること………........・H ・........・H ・..…・145

第4節圧ばくと打撃による物体の曲げ…………149

第5節摩擦，研磨，やすりかけによって形をつく
ること….......・H ・..………・…………...・H ・150

第6節 物体をくり抜くこととくほませること…153

第7節 人間が，液体が柔らかに物体を入れるたん

なる型によって形をつくること・H ・H ・・・・ 157

第8節 結晶化によって形をつくること…...・H ・..160

第9節 とくに，物体を平滑にすること・H ・H ・..…160

第6章 種々の仕事のための，補助作業と補助設
備.................................................・・171

第 l節運動を伝える手段………...・H ・..…...・H ・..171

第2節 運動を一定時聞か全時間，停止させる手段
あるいは運動の速さを抑制する手段……173

第3節 事物をしっかりととめるための手段…ー175
第4節 張るための手段…・・…….....・H ・.......…177

た。 1812年の小冊子『イギリスマニュファク

チュアの精神ー一一現在， ドイツのマニュファク

チュアを可能なかぎり活気づけ完全にするため

の提言とこの目的を達成するための手段の分

析一一~67) は， ドイツのマニュファクチュアを

イギリスのそれと同水準にするための方法とし

て，産業学校で一般テヒノロギーと発明史とを

教えて，これまでの発明を知らせ，発明の転用を

はかるべきであるとして，自らの『一般テヒノ

ロギー教程』と『テヒノロギーの歴史』をあげ

ている68)。上述の産業振興策としてのテヒノロ

ギーの位置づけは，明らかにドイツ官房学の流

れにある。官房学との関係という点からポッベ

の著作をみなおすと，ポッベの著作の多くは，

副題として，読者対象に機械製造者，建築師と

67) Geist der englischen Manufakturen. Ein 
Wort an. die Deutschen， um ihre Manufa-
kturen jetzt maglichst zu beleben und zu vervo-

llkommnen， Zergliederung der Mittel， welche 

zu diesem mit Zweck fuhren kδnnen. (Heidel-

berg， Mohr und Zimme， 1812). 
68)，67) S. 41~S. 43. 

ならんで官房学者をあげている。 1818年の小冊

子『テヒノロギーの研究について~89)は，ポッベ

がチューピンゲン大学国家経済学部にテヒノロ

ギ一正教授として就任したさいに，テヒノロギ

ー研究と国家経済学との関係を明らかにしたも

のであって，ポ γぺのテヒノロギー研究が官房

学の流れにあることを示している。なかでもこ

の時期の『機械工学教程~ (1821年)は， 読者

対象の第1に官房学者をあげている。ポッベの

著作はとくに年代が下がるにしたがって現場の

機械製造者や建築師に役立つという目的より

も，官房学者用，学校での教科書，さらには通

俗科学書としての性格を強めていったのであ

る。そこにポッベの歴史的限界があったとみる

べきであろう。

産業技術についてのポッベの取り扱い方を，

ポッベの「機械の規定」にそってみると，ポッ

ベは動力・運動を中心に機械を考察し， 1"われ

われが運動を生み出すことのできる設備を機械

というJ7O)， 1"運動を有利に生み出L，保持L，

一定の方向に伝える精巧な設備J71)と規定して

いる。そして，機械を「機械の要素」と「複合

機械」にわけて， 1"機械の要素」に道具も入れ

る一方， 1"複合機械」は一般テヒノロギーの区

分にしたがって分類している72)。しかし，ポッ

ベが実際の機械と機械学に接することが少なか

ったことを考慮しても，これらの機械学の内

容， とくに後期のそれは，前稿問で検討したロ

パート・ウィリス『機構の原理~ (1841年) と

くらべて明らかに時代遅れで水準が低く，誤り

69) Ueber das Studium der Technologie. (T也bin-
gen， Hopfer de l'orm'schen Schriften， 1818). 
70)，27) Bd. 3. 1806. S. 249. 

71)， 38) S. 1.この規定は，r有利」の意味が不明確であ
ると F.ノレーローによって批判された (Franz 
Reuleaux， Theoretische Kinematik: Grund-
zuge einer Theorie des Maschinenwesens. 
Braunschweig， Friedrich Vieweg und Sohn， 
1875， S. 593) 
72)，27) Bd. 5. 1810. S. 615弘
73)拙稿「戸パート・ウィリスの機構論とマルクス」

北海道大学『経済学研究』第32巻第4号， 1983 
年。
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も多かった。したがって，実用上の価値は低か

ったとおもわれる。ポッベの機械学関係の著作

が，マ/レグスによって注目，抜粋されなかった

のは，それゆえと考えてよいだろう。

ところで， マノレクスの抜粋ノートは， さきに

検討した『一般テヒノロギー教程』の内容をほ

ぼまんべんなく 22/3ページにわたって抜粋し
ている。マルクスのテヒノロギーについての定

義，すなわち「生産過程を，それ自体としてさ

しあたり人間の手を少しも顧慮せず，その構成

要素に分解J，r少数の大きな基本的な運動形態
を発見J74)，rテヒノロギーは，雑多な型にはま
った，外観上無関係な，産業生活の諸姿態を，

種々の有用な目的に応じて分類された自然科学

のさまざまな応用に，分解したのである(フラ

ンス語版)J75)，とくにフランス語版『資本論』に

おけるテヒノロギーの定義の一部「種々の有用

な目的に応じて分類された自然科学のさまざま

な応用」はポッベの「一般テヒノロギー」の考

え方を示している。ベックマンやポッベは，

「かつての仕事場の， もろもろの規則ゃならわ

しJ76)を客観化して， r手工業，工芸における種
々の住事と手段の目録J77)を提供するとして，一

部分機械を含むとはいえ，手工業，工芸を主な

対象にテヒノロギーを考察しているのに対し

て，マノレクスは， r人間にたいしてその生活の
物質的基礎である社会的生産を蔽い隠していた

このヴェーノレ(秘法)は，マニュファクチュア

時代を通じて剥ぎ取られはじめ，大工業の到来

で全面的に引き裂かれたJ78)(フランス語版，傍

点は引用者)とのベ，テヒノロギーがマニュファ

グチュア時代に形成されはじめ，大工業にいた

ってはじめて本格的に創造されると把握してい

74) MEW. Bd. 23. S. 510， 633ページ。
75)よeCatital par Karl Marx， Traduction d巴M.
J. Roy， enti主rementrevis品巴parl'auteur， Paris， 
Editeurs， Maurice Lachatre et Cel， 1872. p. 
210.江夏他訳『ブラシス語版資本論，下巻』法政
大学出版局， 1979年， 129ベージ。
76)，32) Bd. I. S. 63. 
77)， 34) S. 3. 
78)， 75) p. 210， 129ベージ。

る。

またマノレグスが『経済学批判要綱』への「序

説」で， r生産一般」を論じた以下の叙述は，ポ
ッベの「一般テヒノロギー」を念頭において行

なっていると考えられる。

「生産一般 (Productionim Allgemeine) が

ないとすれば，一般的生産 (allgemeinePro司

duction) もまたなし、。生産はいつも一つの特

殊的な (besonder) 生産部門一ーたとえば，

農業・牧畜・製造業などーーであるか，生産

はトタリテートである。しかしながら経済学

はテヒノロギーではなし、。あるあたえられた

社会的段階での生産の一般的諸規定が，特殊

的な生産諸形態にたいしてもつ関係は，別の

ところで展開されるべきであるJ79)O

ここでf経済学はテヒノロギーではない」とい

うのは，ポッベのテヒノロギーの体系のよう

に，はじめに「一般テヒノロギー」をおいて各

産業から抽出した共通目的にしたがってテヒノ

ロギーを分類，展開したあとで，今度は「特殊

テヒノロギー」として，各産業別にその素材別

と加工順に叙述するという方法は経済学ではと

ることはできないという論旨である。それゆえ，

マルクスは「生産一般がないとすれば，一般的

生産もまたなL、」とのべているのである。

またマノレグスの「一般的労働」という用法

も，この「一般テヒノロギー」と関連があると

もおもわれる。『経済学批判要綱』には「一般

的科学的労働 (dieallgemeine wissenschaftliche 

Arbeit)Jを「自然諾科学のテヒノロギー的応

用」といいかえている部分があり 803，また『資

本論』第3巻第5章「不変資本充用上の節約」

第5節「発明による節約」では， r一般的労働
というのは全ての科学的労働，全ての発見，全

ての発明であるJ81)とのべているからである。

つぎにマノレグスの抜粋ノートに含まれている

79) MEGA. 11. 1. 1. S. 23.邦訳『マルクス資本論草
稿集 1~， H857-58年の経済学草稿第1分冊』
大月書応， 1981年， 29ページ。
80) MEGA. 1I. 1. 2. S. 577. 

81) MEW. Bd. 25. S. 114， 131ページ。
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この他のポッベの著作をみておこう。『物理学，

とくに工芸，マニュファクチュア，その他有用

産業に応用された物理学~82) (1830年) は，実

業学校用に「産業に利用された物理学」を実例

として説明した物理学の教程で、ある。マルクス

t土木書第5章「大気j，第6章「音j，第7章「暖

かさと冷たさj，第8章「光」についてはかな

りくわしく抜粋し， とくに「蒸気機関」や「電

信」の部分に注目している。ポッベは「近年，

多くの技術産業，農業にとって多くの有用なも

のは物理学における大きな進歩によって遂行さ

れたj83)とのべているが，これはマノレクスのいう

「自然科学の意識的な応用としての大工業」の例

を示すものであるといえよう。この他，マルク

スの抜粋ノートには，ポッベ D8世紀と 19世紀

はじめの機械学〔力学)~84)(1807年)と『最古代

から現代までの数学の歴史~85)(1828年)が含ま

れている。マルクスは前者については， r機械
学〔力学〕の諸分野に貢献した各国の多くの人

々の名前を数えあげているj86)とノートしてい

るのみである。本書は，のちにみるように，

『テヒノロギーの歴史』における「機械学〔力学〕

の歴史」の基礎作業としての意味をもっており，

『テヒノロギーの歴史』をみるさいに検討した

い。後者は，第I部純粋数学史の一部と，第II

部応用数学史の第1章機械学〔力学〕史が抜粋

されている。

IV. ポヴベ『テヒノロギーの歴史』の分析

① 序言，第 I部の分析

すでにのベたごとく，ポッベ『テヒノロギー

の歴史』は，学術協会監修『工芸と科学の歴

82) Die Physik vorzuglich in Anwendung auf 
Kunste， Manufakturen und andere nutzliche 
Gewerbe. (Tubingen， Ludwig Friedrich Fues; 
1830). 

83)， 82) S. 4. 
84) Die Mechanik des achtzehnten Jahrhunderts 
und der ersten Jahre des neunzehnten. 
(Pyrmont， Helwingschen Hofbuchhandlung， 
1807) 
85) Geschichte der Mathematik seit der altesten 
bis auf die neuest Zeit. (Tubingen， C. F. 
Osiander， 1828). 
86)，5) S. 3. 

史』第8部「自然科学の歴史」第 IV編「テヒ

ノロギーの歴史」として出版された。出版時期

からみて，前年 1806年のベッグマン『一般テ

ヒノロギー草案』やポッベ自身の『テヒノロギ

ー便覧~ (1806年)， D8世紀と 19世紀はじめ

の機械学〔力学) ~ (1808年)， ~一般テヒノロ

ギー教程~ (1809年) と密接な関連をもってい

る。すなわち，ベックマン『一般テヒノロギー草

案』の「一般テヒノロギー」の提案をうけて，

その歴史的例証として産業相互に転用される

「取り扱い方，道具，機械」を明らかにしようと

した試みがよみとれるのである。 r全ての手工
業と工芸は，驚くほど改良されてきているが，

これは，たしかに，まったく新しい発明によ

るというよりはむしろ，ある仕事場から他の仕

事場に手段を転用することによるものである。

〔というのも〕多くの手工業は，その原料や製品

がどんなに異なってはいても，目的を同じくす

るような仕事がいくつかあるものだし，それに

加えて，同じような操作，同じような道具や機械

その他の手段を必要としているからである町」。

このような問題意識を本文にみることができ

るのであって， r序言」においてポッベは本書
の目的をこうのべている。すなわち，ポッベは

「テヒノロギーの歴史」を依頼され，長い間考

えていた「手工業，マニュファクチュア，工場

の歴史j88)をまとめる決心をした。そこでゲッチ

ンゲン大学図書館で資料を収集したという 8930

そしてまたポッペは「テヒノロギーの歴史とい

うものを，自然物の加工のための(広い意味で

の)全ての工芸の歴史j9のと理解している。

ここに本書の目的と性格とを評価するうえで

留意すべき点がのべられている。第1は，ポッ

ベが本書で， r手工業，マニュファクチュア，工
場の歴史」をものにしようとしたことであっ

87)， 32) Bd. 1. S. 72.その他， S. 64. S. 69. 
88)， 32) Bd. 1. S. III. 
89)カールマノレジュはポッベ『テヒノロギーの歴史』
に資料収集上の高い評価を与えている。 (43)S. 
874~S. 875.)。
90)，32) Bd. 1. S. IV. 
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て，このことは本書が先行のベックマン『発明

史論集』を凌駕して，発明史にとどまらなし、「生

産過程の歴史」をも展望Lていたことを示す。

第2に，ポッベは①「テヒノロギーの歴史」とい

う表題のもとに，②「手工業，マニュファクチュ

ア，工場の歴史」をのべようとし， [""テヒノロ

ギーの歴史」を③「自然物の加工のための(広

い意味での)全ての工芸の歴史」と理解してい

ることである。しからば，この三者がどのよう

な関係にあるかが問題となる。ポッベは別の箇

所でつぎのようにのべている。

「手工業，マニュファクチュア，および工場

の知識から，大学その他の高等学校で教えら

れるような独自の科学が成立した。ゲッチン

ゲンのベ γ グマ γ氏が 1772年にはじめてそ

れにテヒノロギーという名称を使用した。そ

れまでは工芸誌 (Kunstgeschichte) とよばれ

ていたが，これは不正確であった。テヒノロ

ギーでは，たんに手工業の歴史が教えられる

のではなく，むしろ全ての住事，その結果と根

拠とが秩序だてられはっきりと説明される。

それが最近の文筆家によって工芸科学 (Kun-

stwissenschaft)ともよばれたのは，それによ

って全ての工芸業についての科学的な知識が

得られるのは，知識が能力から，理論が実践

から区別されるのと同様であるJ9!)。

すなわち，手工業，マニュファクチュア，工

場を基礎としてテヒノロギーは発生したのであ

るから， [""テヒノロギーの歴史」をのベる前提

には「手工業，マユュファクチュア，工場の歴

史」を検討しなければならないということであ

る。また，工芸は能力，実践に関するものであ

るのに対して，テヒノロギーはそれを対象とす

る知識，理論的なものである。したがって「テ

ヒノロギーの歴史」を論ずるにさいしては，そ

の対象である「工芸の歴史」を明らかにしなけ

ればならないということなのである。 じっさ

い，本書の展開，方法をみると，各産業ごとの

歴史とそこにおけるテヒノロギーの発生史が論

91)，32) Bd. L S. 64. 

じられているのであって，このことを看過し

て，ポッベ『テヒノロギーの歴史』をたんに『技

術の歴史』と邦訳・理解しではならないであろ

う。これはまたのちにみるように『資本論』

第1巻第13章注89の邦訳と理解にかかわるこ

とでもある。

さて， [""序言」は本書の構成全5部を説明し

て，第1部「テヒノロギーの歴史における全般

的序説」のあと，手段にもとづく各産業の4区

分を行なうことを明らかにしている。すなわち

第 II部「機械的加工(大体において機械的手

段に役立つ加工)J，第 III部「機械・化学的加

工(大体において化学的手段よりも機械的手段

として利用される)J，第 IV部「化学・機械的

加工(機械的手段よりもむしろ化学的手段とし

て必要)J，第 V 部「化学的加工(大体におい

て化学的手段として役立つ)Jである叫。この区

分は同じベックマン学派のJ.H.ユング『工

場科学教程試論~93) (1785年)などを参照しつ

つ行なわれたものであるが9ベこうした手段へ

の着目は， [""人聞は，もっとも必要なものをより

よくみたす手段をもっと，便利のための新しい

発明を再び工夫し， たえずより便利となるJ9の
あるいは「もっとも目的にかなった手段J9めとい
う視点にもとづいている。副次的な章わけは「人

間の種々の必要にしたがったJ97)けれども「テヒ

ノロギーの対象をまったく満足のいくように体

系づけることは不可能であるJ9めとみとめてい

る。

第 I部「テヒノロギーの歴史における全般

的序説」は個々の産業の個別史に入るまえに，

「手工業と工芸(このなかにマニュファクチュ

アと工場を含める)の導入・普及・改良と全人

92)，32) Bd. 1. S. IV. 
93) J. H. }ung， Versuch eines Lehrbuchs der 
Fabrikwissenschaft. (Nurnberg， Grattenaueri-
schen Buchhandlung， 1785). 
94). 32) Bd. 1. S. 83. 
95)，32) Bd. 1. S. 5 
96)，32) Bd. 1. S. 71. 
97)，32) Bd. 1. S. V. 
98)，32) Bd. 1. S. V. 
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類にとってのその有用性について概括的J99)に

のべている。まずそこでは，手工業の歴史が概

観されている。とくにドイツのツンフト制度に

ついてはくわしくヨーロッパ諸国における手工

業と職人の中心地の移動があわせて考察されて

いる。これは，産業間・地域聞を移動・転換す

る「取り扱い方，道具，機械」を歴史的に実証

Lょうというねらいによるものである。とくに，

そのさい種々の発明のドイツ起原を強調しつ

つ100Lそのあとに興隆したイギPスに注目して

いる 101) 第 I部で最も重要な部分の lつは，

マニュファクチュアと工場の説明が行なわれて

いる部分である。ここでポッベは， 17世紀と 18

世紀に「本格的なマニュファクチュアと工場

(eigentlichen Manufakturen und Fabriken)が

非常ないきおいで増大した」即〉といし、，つぎの

ようにのべている。

「手工業と工芸はとにかく急速な成長をとげ

た。もはやそれをおしとどめることはできな

かった。したがって 17世紀と 18世紀はそれ

以前よりもさらに多く発明と発見に満ちてお

り，全ての種類の仕事において，本格的なマ

ニュファグチュアと工場が非常ないきおいで

増大した。この分野においてはとくにイギリ

スとフランスが他の固に対して優位を占め

Tこ。

同一種類の，または異なる種類の手工業者

が幾人か集まって， 1つの目的のためにすな

わちなんらかの原料の精製のために仕事をす

ると，そのような産業を，ひとはより意味の

ある名前であるマニュファクチュアあるいは

工場とよぶ。そして，商品を直接入手で作る

か，入手が不足するときは機械で作る場合，

ひとはこれをマニュファクチュアと呼んでい

る。これに対して炉火とハンマーが使用され

る場合，ひとはこれを工場と呼んでいる。し

かし，両者の真の境界は依然として載然と示

99)，32) Bd. 1. S. 29. 
100)，32) Bd. 1. S. 13. 25. 
101)，32) Bd. 1. S. 19. 35. 41. 

102)，32) Bd. 1. S. 31 

すことはできなL、。二，三人の職人の手伝い

だけで織物を作っている織物製造者は，織物

手工業を営んでいるo ・H ・しかし仕事場にた

くさんの労働者が集められて，彼らがつねに

助けあいながら仕事をするようになると，織

物手工業から織物マニュファグチュアが生ま

れてくる。都市の鍛冶屋は手工業者である。

しかし鍛工場 (Hammerwerke)は，たとえば

鉄工場のように工場である。……陶器やガラ

スの製造などのいくつかの仕事では，大規模

に行なわれるほかなく，それゆえこれを手工

業とはいわずマニュファグチュアあるいは工

場と呼ぶのである。

すでに 13~14 世紀には織物のようないく

つかの仕事は，大規模に行なわれていたが，

近代になってはじめてマニュファグチュアと

工場という名称が導入された。とはいえ本格

的なマニュファクチュアと工場は，あとにな

ってはじめて生まれた。ニュノレンベルグの人

聞は， 15世紀の中頃前にはもう本格的な工

場をつくっていた最初のドイツ人である。マ

ニュファグチュアと工場の優越性はだれも否

認することはできなかった。それによって全

ての仕事がいっそうはやく正確に完成される

ようになり，また全ての商品の価格が相当に

低下したからである。これらの原因は，マニ

ュファクチュアと工場の全ての労働者が 1

人の労働者は1つの商品のこの部分だけを，

他の労働者が別の部分だけを製造することに

よって，同じ仕事をたえず行なうことを通じ

てより高い熟練を体得してゆくからであるば

かりでなく，主として(たんなる手工業道具

のかわりに)機械，つまり仕事の力と時聞を

節約L，さらに仕事の均一性をはるかに高め
るような，精巧な装置の導入のためでもあ

る103)J。

みられるように，マニュファグチュアと工場

の優位性を，その名はあげていないがアダム・

スミスの分業論を使って説いている。またポッ

103)，32) Bd. 1. S. 31~S. 32. 
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ベはマニュファグチュアと工場の区別を「炉火

とハシマー」の使用に求めるという当時の一般

的な見解に立っており，これらの部分はマルク

スの抜粋ノートならびに n861-1863年草稿』

に引用されている。ポッベのマニュファグチュ

ア論とマルクスのマニュファグチュア論との関

連については改めて検討したい。

第2に注目すべきは，テヒノロギーの起原を

検討した部分であって，産業からの科学の発生

と，その科学を産業へ利用することをくわしく

のべている。すなわち， 118世紀にはたくさん

の学者が，手工業，マニュファクチュア，工場

を精確に学びとることを熱心な目標とした」山〉

と機械学〔力学〕を例にとって，産業を基礎に

したテヒノロギーからの科学の発生をのベ，さ

らに「若干の手工業から知識をえた種々の学者

は，近代になって，その学問の助けによって，こ

の産業のいっそうの発達にとってじゃまになっ

ている多くのことを実際にとりのぞいたのであ

るj105)とし，今度は科学の利用によって産業を

発達させるという把握を示している。産業(技

術)を基礎としての科学と産業(技術)の相互

作用とL寸問題は，各論においてもくわしく検

討されているところであり，のちにみるように

マルクスもマニュファクチュア時代の機械と科

学を論ずるにあたって，そこから多くを学びと

ってL、る。

第3に注目すべきは，テヒノロギーの意義に

関連して，商人さらにはマニュファグチュアと

工場主自身の生産知識不足をつぎのようにのべ

ている点である。

「もっと前の時代にはあらゆる工場が手工

業に属しており，商人はたんに手工業の小売

商人であり，助力者にすぎなかった。毛織物

マニュファグチュアでは，これはもっとも頑

固にあとまで残されていた。事実またそこに

は，長い間もっとも繁栄していた産業の，ほ

んとうに勤勉で熟練した労働者たちがし、た。

104)， 32) Bd. I. S. 62. 
105)， 32) Bd. I. S. 63. 

しかし， しだいに多くの場所で商人が親方に

なりあがろうとしはじめ，そして日給で職人

を働かせることをはじめた。商人は仕事が職

人のそれとは異なっているために，職人の仕

事をほとんど全く監督できず，また知識不足

のために正しく監督できなかったjl06)0 

この一節は，商人が親方になった場合の，商

人の仕事に関する知識不足をのベた部分であ

る。 マノレクスはこれを抜粋し， ~経済学批判要

綱tOηと『資本論』第3巻第20章「商人資本
に関する歴史的事実j108)において， 1""商人が産

業家になる」場合をのべたものとして引用して

いる。しかし，そのさい，ポッベの文脈とは切

り離して，いわば換骨奪胎している。

ポッベは第I部の後半においてテヒノロギー

の学説史を概観し，とくにベックマン『一般テヒ

ノロギー草案』については， 1""相互に転用され

る，仕事，道具，機械の全ての目録についてのす

ばらしい提案jl09)とのベ， あわせて機械普及の

条件を考察している。そこでは一種の「補償説」

を展開して1103，官房学的立場から機械利用を促

進させて1113，そのさい危険労働や職業病に対し

て，国家の側から注意が払われるべきことを強

調している112)。

②第 II部第1章「製粉機の歴史」の分析

第 II部 118世紀末までの機械的加工の歴

史」第1章「人間の食料を加工する手工業，マ

ニュファクチュア，工場」は，製粉機の歴史を

中心にあつかっている。これを最初にとりあげ

るのは，製粉機が「自然物の精製のための全て

106)， 32) Bd. I. S. 70~S. 71. 
107) MEGA. 1I. 1. 2. S. 718. 
108) MEW. Bd. 25. S. 348， 419ベージ。この部分は，
いうまでもなく， 1商人資本の歴史的役割の問題」
として，論争となってきたところである。

109)，32) Bd. I. S. 72.ポッベはベックマシ『一般テヒ

ノロギー草案』の表題を，Entwurf einer alge. 
meine Technologieと誤記している (S.72.注
76).これは， カーノレマノレシュにひきつがれている
(43)， S. 865). 

110)，32) Bd. I. S. 77. 
111)，32) Bd. I. S. 78. 
112)， 32) Bd. I. S. 82. 
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の著名な発明が生まれた最初の動機と手段J113)

だからである。そして「粉砕」は，ベッグマン

『一般テヒノロギー草案』におし、ても第1にと

りあげられていた。ポッベは前半で製粉労働手

段の発達を中心に製粉方法の改良を考察し，後

半において製粉機(水車)関係のテヒノロギー

の発生を検討している。まずポッベはベックマ

ン『発明史論集』第1巻の「野営用製粉機J，

第2巻の「穀物製粉機J114)の記述をもとにし

て，手挽き臼115)からうま挽き臼1問の歴史をた

どり，水車についてはローマ起原説をとり 117〉，

歯車・伝動装置つきのウィトル・ウィウス式水

車を説明しているが，ノルウェ一式水車との区

別は明確でない11830 つぎに浮き水車(舟水車)

の歴史をたどり 119Lそのあと穀粉をふすまから

分離するふるい器削〉の発明を考察している。

そして，石臼のきざみと製粉方法の改良 (r経

済的製粉J)にふれている。

風車について，ポッベはベックマン121)にした

がって，箱型風車を「ドイツ風車Jr台付風車」
といい， 塔型風車を「オランダ風車」 として

いる12230ベッグマンはドイツ起原説ではない

が1233，ポッベはドイツ起原説をとっており 1243，

ここにもポッベの民族主義的立場が反映してい

る。

113)，32) Bd. 1. S. 5. 
114) J. Beckmann， Beytrage zur Geschichte der 
Erfindungen. (Leipzig， Kummer， 1780~1805) 
Bd. 1. S. 354任.Bd. 11. S. 1 ff. 

115)，32) Bd. 1. S. 104. 
116)， 32) Bd. 1. S. 106 
117)，32) Bd. 1. S. 109. 
118)， 32) Bd. 1. S. 110. 
119)，32) Bd. 1. S. 111. 
120)，32) Bd. 1. S. 114~S. 119. 
121)， 114) Bd. 11. S. 37. 
122)，32) Bd. 1. S. 136~S. 137. 
123)， 114) Bd. 11. S. 33. 
124)，32) Bd. 1. S. 130.ベックマシは風の収益権につ
いて言及し (Bd.II. S. 63~S. 64)，ポッベもふ
れているが， くわしくはない (Bd.1. S. 189).マ
ルクスの風の収益権についての記述 (MEW.
Bd. 23. S. 395， 490ベージ，注93)は，ベックマ
シにもとづいているとおもわれる。

後半部分の製粉機に関連したテヒノロギーの

歴史はポッベに独自の記述である。ポッペは

製粉機の構造を改良するための理論的研究の歴

史をふりかえり，伝導機構に関連してはずみ

車1253，振動の研究1283，摩擦の理論1273，歯車のエ

ピサイクロイド曲線126)などを紹介している。つ

ぎに水車に関連して，水の運動理論の研究とし

てポレーニ (GiovanniPoleni， 1683-1761) W水

の運動について (Demotu aquae)j] (1717年)，

ダランベーノレリeanle Rond d'Alembert， 1717 

-1783) W流体の均衡および運動に関する理論
(Traite de l' aquilibre et du mouvement des 

fluides)j] (1744年) などをあげている129)。そ

して，流速計，水準器などの計測手段に言及し

ている 130)。さらに水車溝の理論に関連してこ

うのべている。

「ニュートン，マリオット，ヨハン・ダニ

エノレ・ベノレヌーイ， ダランベール，オイラー，

ケストナーが，水の抵抗すなわち衝撃の理論

を彼らの意味深い研究によって著しく解明し

た。……(その他の人はー引用者)……それ

に従って衝撃の強さを決定できる一般法則を

引き出すためにきわめて有益な研究をした。

これは全ての種類の水車において大いに利用

された……J131)0 

ここにあげられているニュートン以下の文献

はつぎのものである。

ニュートン (IsaacNewton， 1643-1727) W自

然哲学の数学的諸原理 (Phil.Natur. Princiρ. 

Mathemat. Lib. II. Prop. VIII. Probl. 36)j] (16 

87年)，マリオット (EdmeMariotte， 1620-1684) 

『水，その他の流体の運動に関する論文 (Traite

du mouvement des eaux et des dautres corjうs

fluides)j] (1686年)， J ・ベノレヌーイ リohann

Bernoulli， 1667-1748) W水理学(均Idraulica，

125)，32) Bd. 1. S. 140. 
126)，32) Bd. 1. S. 140 
127)，32) Bd. 1. S. 149 
128)，32) Bd. 1. S. 155. 
129)，32) Bd. 1. S. 160. 
130)，32) Bd. 1. S. 162. 

131)，32) Bd. 1. S. 165. 
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nuneρrimum detecta)j (1732年)， D ・ベノレヌ

ーイ (DanielBernoulli， 1700-1782) W流体力学

(Hydrodynamica)j (1738年)， ダ、ランベーノレ

(前出)， オイラー (LeonhardEuler， 1707-

1783) rベトロポリタン王立科学アカデミ一新
会報J(Nov. Commentar. Acad. Petroρ. Tom 

VI， p. 29 f， Tom VII， p. 34 f)， ケストナー

(A. G. Kastner， 1719-1800) W流体力学基礎

(Anfangsgrunde der Hydrodynamik)j (1769 

年)132) 0 

このあと，水車の理論は， 18世紀になってさ

かんに研究されたが，まだ完成というところま

ではいかなかったとのべている 133)。そして， 18 

世紀後半のセグネル水車134)の原理が蒸気製粉

機に生かされていると指摘して1353，有名なアル

ピュアン製粉所(ロンドン)136)と，複合機械と

してのエリコットの水車製粉所137) (メリーラ

ソド)の説明を行なっている。

以上のようにポッベは製粉機(水車〉関係の

テヒノロギーについて，それが技術改良の要請

をうけて研究されて改良にどう役立ったのか，

役立たなかったかを，摩擦の理論，歯車の理論，

水の運動理論，衝撃の理論，水車の理論の形成

史にそくして明らかにしている。ポッベ n8世

紀と 19世紀はじめの機械学〔力学Jjの成果が生
かされている。ポッベは製粉機の歴史をおえて，

そのあと製粉機の関連分野，応用分野として打

穀，穀物の浄化， じゃがし、もの製粉，バター製

造，搾油を考察している。これらはベッグマン

やポッベの提起した「一般テヒノロギー」にお

132)なお， H. Rouse， S. 1nce， History 01 Hydrau. 
lics (University of 1owa， 1957)，高橋裕他訳『水
理学史』鹿島研究所出版会， 1974年， 第8章参
照。

133)，32) Bd. 1. S. 171. 
134)，32) Bd. 1. S. 174. 
135)，32) Bd. 1. S. 175. 
136)，32) Bd. 1. S. 183ff. 
137)，32) Bd. 1. S. 186ff. ポッベは ThomasEllikot 
としているが，この製粉所はメリーラシドに 1774
年，John，Joseph， Andrewの3人の Ellicott兄弟
によってたてられた。EncyclotediaAmericana. 
Vol. 10 (1979). p. 252. 

ける「取り扱い方，道具，機械の転用」の歴史

的例証と Lて位置づけられる。マルクスは，

n86ト1863年草稿』ノート XIX-116913めにお

いて，rはじめは穀物の製粉用だった水車も，作
業用具をかえれば，当然，類似のあらゆる目的

に，また種々の原料に応用がきいた」とのベ，

ポッベの合意を理解している。

マノレクスはポッベ第 II部第1章の重要部分

をほとんど抜粋し， n861-1863年草稿』に利用

し，さらには『資本論』に生かしている。問題

はマノレグスがポッベの記述からどのような命

題をひき出したかである。マノレクスは， n861-

1863年草稿』を執筆中に，ポッべからの抜粋ノ

ートを読みかえして， 1863年1月28日付のエ

ンゲルスあて手紙でつぎのような「結論」をの

べている。抜粋ノート解読者の注を参照して，

手紙に対応するポッベ『テヒノロギーの歴史』

①，抜粋ノート②， W資本論』第1巻(全集版)
③の各ページ数をカッコ CJ内に示したし、。

「テヒノロギー史抜粋を読み返してみて，

僕はつぎのような見解に到達した。火薬や羅

針盤や印刷術の発明一一これらのブノレジョア

的発展の必要前提条件-ーを別とすれは， 16 

世紀から 18世紀の中葉までの時代，つまり手

工業から出発して本来の大工業にまで発展す

るマニュファクチュアの時代には，マニュフ

ァクチュアの内部で機械工業のための準備が

形成されるための二つの物質的基礎は，時計

とミューレ(さしあたりは穀物ミューレ，し

かも水車)であって，両方とも古代から伝え

られたものだ(水車はユーリウス・カエサノレ

の時代に小アジアからローマに持ってこられ

た)C① Bd. 1. S. 109，② S. 12，③ S.368J。

…・・他方， ミューレでは，水車が与えられる

と，はじめから機械の編成における本質的な

相違が見られる。機械的な動力。ミューレが

待っている原動機。伝導機構。最後に，素材

をつかまえる作業機。これらがみな互いに，

138) MEGA. 11. 3. 6. S. 1928.邦訳，中峯照悦他訳，
n861-1863年草稿抄j (大月書庖， 1980年)54 

ページ。
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独立な存在様式をもっている (1発達した機

械J，③ S.393)。摩擦の理論，それとともに

歯車装置や歯の数学式にかんする諸研究，等

々がみなミューレにおいてなされる〔① Bd.

1. S. 140~S. 170，② S. 13，③ S. 369)。同

様にここではじめて運動力の程度の測定〔流

速計，① Bd.1. 162，② S. 13)，その応用の

最良の仕方〔水車溝の理論，① Bd.1. S. 164， 

② S. 13) 等々にかんする理論。 17世紀中

葉以後のほとんどすべての偉大な数学者は，

〔ニュートン，マリオット，ベ/レヌーイ，夕、、ラ

ンベール，オイラー，① Bd.1. S. 165，② 

S. 13，③ S. 369)彼らが実用的な機械学〔力

学〕に関係してそれを理論化しているかぎり

では，簡単な水力穀物ミューレ(水力製粉

機)から出発している。だから，マニュファ

グチュア時代に生まれたミューレやミノレとい

う名称も，実際には，実用目的に向けられた

機械的な動力装置のすべてを意味するものだ

った〔③ S.368~9)。

だが， ミューレでは，プレス機〔搾油機，

① Bd. 1. S. 224，② S.14。製紙圧搾機，

① Bd. II. S. 209，② S.25。砂糖しぼり出

機，① Bd.II1. S. 150~S. 151，② S. 33)。

ハンマー〔① Bd.11. S. 427 ~8，② S.28) 

やスキなどの場合とまったく同様に，はじめ

から，本来の労働，すなわち，打つ，砕く，

粉にするなどの労働が，人間労働なしで行な

われる。たとえ動力が人力かあるいは，畜力

であろうとも，だから，この種の機械装置は，

少なくともその発端においては非常に古いも

ので，それにあっては固有な機械的動力が以

前から利用されていたのだ。だからマニュフ

ァクチュア時代にあらわれるほとんど唯一の

機械装置でもあるのだ (1マニュブァグチュ

ア時代の機械j，③ S.368)。産業革命が始ま

るのは，昔から最後の結果が人間の労働を必

要とするところに，つまり，あの道具の場合の

ように本来加工されるべき素材が以前から人

間の手を必要と Lないのではなかったところ

に，事柄の性質上人聞がはじめからたんな

る力 (power) として作用するのではないと

ころに，はじめて機構が応用されるときであ

る (1指を使わないで紡ぐための機械」③ S.

392)・....'Jo 139) 

以上の手紙と， H861-1863年草稿』そして

『資本論』の検討にもとづいて， 1製粉機の歴

史」分折から導き出された結論はつぎのように

なる。

①「製粉機は機械の原理が適用されている最

初の作業道具(ノート X1X-1163)j140)である。

機械原理の適用は， 1紡績機や織機よりも〔製粉

機の場合のほうが〕比較的容易」である。とい

うのは， 1っき砕くか挽きつぶすかするさいの

手は，単純な原動力としてはたらいている(ノ

ート X1X-1163)j141)からである。すなわち，

「ひきうすの柄をまわす」などの「人聞がはじ

めからただ単純な動力としてそれに働きかける

だけの道具はj1たしかに，まず第1に動力とし

ての動物や水や風の応用を呼び起こす」。そし

て， 1一部はマニュファクチュア時代のうちに，

まばらにはそれよりもずっと前から，機械とな

るまでに成長する」。しかし，それは産業革命の

さいの紡績機械のようには「生産様式を変革し

ないj142)のである。

②製粉機には「発達した機械」の3つの要素

がみられる。「実際に，水車製粉機では，機械的

な原動力を利用してそれを機械的な装置によっ

て伝達するとし、う機械的な原理がいちじるしい

程度に実現されているj，1というのは，水を受

ける水車と歯車・伝動装置の体系によって運動

を挽き臼に伝える回転軸とは，機械的運動の一

大体系を含んでいたからである(ノート X1X-

1163) j143) 0 

139) MEW. Bd. 30. S. 321~S. 322， 258~259 ベー
ジ。 なお C J内は， 5) S. [209]~S. [210] 
を参照した。

140) MEGA. II. 3. 6. S. 1919， 40ベージ。
141) MEGA. I1. 3. 6. S. 1919. 40ベージ。
142) MEW. Bd. 23. S. 395， 489ページ。
143) MEGA. I1. 3. 6. S. 1920， 40ベージ。
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③「製粉機ではあらゆる種類の動力が順々に

かつ長いあいだ互いに並んで利用されていた

(ノート KIX-1164)JI44)o 製粉機への動力利

用は，人力・畜力・水力・風力・蒸気力が順々

に互いに並んで利用されてきた。

④製粉機には，機械体系さらには自動機械体

系の発達がみられる。「以前は本来の製粉作業と

は別個に行なわれていた作業が，つまり独立し

ていた作業が，同ーの原動力によって遂行され

るようになり，結局は製粉作業と機械的に結び

つけられるようになる(ノート XIX-l164)J145) 0 

そして，エリコットの「自動の製粉機械体系

(ノート XIX-1168)J146)が出現した。なお，マ

ニュファグチュア時代の機械と科学の関係につ

いてはのちに検討したい。

この他， r製粉機の歴史」の記述は，つぎの
ように『資本論』に利用されている。すなわち，

ポッベの，手挽き臼に関連した， r農奴の首に
大きな木製の円板J14りという記述は， ~資本論』

に， rキリスト教徒であるゲノレマン人の博愛家
たちは，穀物をひきうすにかけるための動力と

して使用した農奴の首に大きな木製の円板をは

めて，粉を手で口に運ぶことができないように

したJ148)と使用されている。また， r最初の水
車がローマでチベ/レ河に建造された」凶〉以下の

ポッペの叙述は， ~資本論』で， rあらゆる機械
の基本的な形態をすでにローマ帝国は水車にお

いて伝えていたJ15めとなっている。「はずみ車」

についてのポッベの文献注151)は， ~資本論』で，

第13章注97rファウル・ハーパー (1625年)， 
ド・クー (1688年)J 152)と生かされている。

③第 II部第2章，第3章「衣服関係の歴史」

の分析

144) MEGA. II. 3. 6. S. 1920， 41ベージ。
145) MEGA. II. 3. 6. S. 1920~S. 1921， 41ベージ。
146) MEGA. I1. 3. 6. S. 1927， 52ベージ。
147)， 32) Bd. 1. S. 105. 
148) MEW. Bd. 23. S. 395， 490ベージ，注920
149)，32) Bd. 1. S. 109 
150)， MEW. Bd. 23. S. 368， 457ベージ。
151)，32) Bd. 1. S. 138 
152)， MEW. Bd. 23. S. 397， 492ページ，注970

第 II部第2章「人間の衣服を世話する手工

業，マニュファクチュア，工場」と第3章「羊

毛，綿，亜麻，絹から衣服と小間物のための副

次物 (Ne bensachen)を加工する」は， 各種繊

維製品の歴史と生産方法・道具・機械の歴史を

説明している。展開方法は毛織物関係をまず第

1にくわしくとりあげ， 繊維機械の歴史も主に

ここでのべている。ポッベは， 10世紀以前にド

イツ毛織物マニュファクチュアが繁栄していた

とのベ153〉， そのあとオランダ，イギリスなど各

国の毛織物マニュファグチュアめ歴史をたどっ

て154¥11， 12， 13世紀に本格的毛織物マニュフ

アグチュアが成立したとのべている155)。 のち

に検討するように，ポッベのマニュファクチュ

アは概念が広く，その成立時期といわれるもの

も相当に早L、。そのあとポッベは毛織物製品各

工程を，打毛1563，硫毛157)などについて説明し，

紡車158〉，織機，力織機159)の歴史をのべている。

そして，縮械工程1603，起毛機，勇毛機出〉を説明

し， らくだの毛162)やジュウタン163)に言及して

いる。つぎにポッベは綿織物について， 17世

紀末に，オランダのキャリコ捺染マニュファグ

チュアが成立していたとし山ヲ，硫綿機や紡績機

械附〉を説明しているけれども，アークライトの

水力機とミューノレ紡績機， ミューノレ紡績機とジ

ェニー紡績機を混同している。また，綿マニュ

ファクチュアへの紡績機械の導入についても言

及している166)。しかしポッぺのマニュファク

チュア概念は厳密なものではない。綿織物の最
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後には，織機167)と仕上げ168)の説明が行なわれ

ている。ポッベはつぎにE麻織物の製造工程と

機械を説明し169〉，絹織物にうつる。ポッベは

1148年にパレルモに絹マニュファクチュアが

成立していたといL、1703，フランス1713，ドイツ172)

の絹マニュファグチュアの歴史をたどってい

る。そして， 絹紡車1問や絹織物174)を説明して

いるが，注目すべきは，絹撚糸機について， [""テ

ヒノロギーの歴史にとって大へん重要なのは，

絹をオーガジン(撚絹糸)によりあわせること

である問)j， [""絹撚糸機はとくに 18世紀の機械

学〔力学〕の進歩に負うているj176)とのべている

ことである。ポッベ H8世紀と 19世紀はじめ

の機械学〔力学)~は， 118 世紀の機械学〔力学〕に

よって完全となった」山〉例として，紡績機械を

とりあげ，それらを「テヒノロギー的機械」川〉

とよんでいたのである。この点は『資本論』

第1巻第 13章注89の理解にとって重要となる

ので再び検討したし、。ポッベは第2章の最後に，

編物・靴下編を，第3章で「リボンとササベリ」を

とりあげ，靴下編機1町とリボン織機(ノミントミ

ューレ)180)の歴史をのべている。 ここでは機械

による失業の問題をくわしくあつかっている。

マルクスは，ポッベ『テヒノロギーの歴史』

第 II部第2章，第3章からその重要部分を抜

粋し， H861-1863 年草稿~， w資本論』に利用し

ている。最も重要な箇所は，紡車，紡績機械の

歴史であって，産業革命の技術的出発点を分析

する素材として利用されている。これと関連し

て，羊毛マニュファクチュア，絹マニュファグ

167)，32) Bd. 1. S. 352. 

168)，32) Bd. 1. S. 356. 
169)，32) Bd. 1. S. 363 ff. 
170)，32) Bd. 1. S. 410. 

171)，32) Bd. 1. S. 413. 
172)，32) Bd. 1. S. 418. 
173)，32) Bd. 1. S. 430 
174)，32) Bd. 1. S. 440. 
175)，32) Bd. 1. S. 436. 
176)，32) Bd. 1. S. 436. 

177)，84) S. 103. 
178)，84) S. 105. 
179)，32) Bd. 1. S. 463. 
180)，32) Bd. 1. S. 482 ff. 

チュア，力織機の記述も使用されている。また，

「アークライトの硫毛機j，[""エヴァレットの勇

毛機j，[""ノミントミューレの歴史」についての分

析は， w資本論』第1巻第 13章第5節「労働者
と機械との闘争」の叙述の歴史的素材となって

いる。ポッベは紡績機械の歴史についてつぎの

ようにのべている。

「最初の紡車は，手動紡車で，ひとは左手

で繊維を引き出しながら右手で大きな車をま

わしたjI81)， [""ドイツではまた複式紡車，つま

り糸巻きを2っそなえた紡車が発明され，そ

れでひとは同時に2本の糸を紡いだ。それ以

前にも練習を積むことによって 1人の人聞が

同時に2台の紡車を使って紡げるのではない

かをためしたことがある。それはうまくいく

ことはいったが，足で踏む労働はあまりにも

つらいといってよかった。……j182¥ 118世紀

のなかばには，紡いだ糸を巻き取るのも，重

ねて撚りをかけるのも同時に遂行する紡車が

あらわれたjI83)，[""(紡績機械)……ハンドノレ

をつかって手で動かすか，水車あるいは蒸気

機関で動かし，この機械は 1度に60本とか

100本またはそれ以上の非常に細し、均質な糸

を紡いだ」山) [""硫綿機から紡糸機械にいた

るこれらの機械は全体がlつの蒸気原動機に

よって動かされるj185)0 

以上の部分は， H861-1863年草稿』ノート

XIX-l172に抜粋され， w資本論』における，産

業革命期の紡績機械の記述に，こう生かされて

いる。

「人聞が作業のため同時に使用できる労働

用具の数は，彼の自然的な生産用具，すなわ

ち彼自身の肉体の器官の数によって限られて

いる。ドイツでは，まず， 1人の紡績工に2つ

の紡ぎ車を踏ませること，つまり同時に両手

と両足とで作業させることが試みられた。こ

181)，32) Bd. 1. S. 270. 
182)，32) Bd. 1. S. 271. 
183)，32) Bd. 1. S. 271~S. 272. 
184)，32) Bd. 1. S. 273~S. 274. 
185)，32) Bd. 1. S. 341~S. 342. 
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れは骨の折れすぎることだった。……J186)， 

「多くの手工業道具では，ただの原動力とし

ての人間と，固有の操作器をそなえた労働者

としての人間との相違は，感覚的に別々な存

在をもっている。たとえば紡ぎ車の場合に

は，足はただ原動力として働くだけであるが，

紡錘を操作して糸をヲI¥，、たり撚ったりする手

は，本来の紡績作業を行なうのである。この

あとの部分をこそ，産業革命はまず第1にと

らえるJ187)。

ポッベは羊毛マニュファクチュアについて一

番くわしい説明を与えているが，羊毛マニュブ

ァクチュアの各工程188)(打毛，流毛，勇毛など)

や硫毛機の解説189)は， ~資本論』第 13 章注 101

などの羊毛マニュファクチュア論にとり入れら

れている190)。そして，ポッベの羊毛紡績機械に

ついての記述， 118世紀の最初の四半世期には

紡績機械はすでに知られていた。当時はまだ羊

毛に使用されただけで、あった。イタリアがおそ

らく最初だったJ191)は， ~資本論』第 13 章注 89

の「粗紡機が，たぶん最初はイタリアで使用さ

れたJ192)となっている。

また，ポッベはフランス絹マニュファクチュ

アについて，つぎのようにのべている。

r30年ばかり前のフランスでは200種類

もの絹織物が織られていたが， 1730年以降だ

けでも 150種類が創作されている。たぶんフ

ランスで最古の絹マニュファクチュア都市で

あるアヴィニヨンは，最近まで当地の多くの

騒動にもかかわらずほかの地に対して大きな

優位にあった。……法律では，徒弟はすべ

て， tこだ一種類の織物の製造にだけ身を捧げ

ることが義務づけられ，同時に何種類もの織

物の製造を習うことは禁止されていたが，こ

186) MEW. Bd. 23. S. 394， 488~489 ベージ。
187) MEW. Bd. 23. S. 394~395， 489ベージ。
188)，32) Bd. 1. S. 265. 
189)，32) Bd. 1. S. 268~S. 269. 

190) MEW. Bd. 23. S. 400， 497ベージ，注101.
191)，32) Bd. 1. S. 274. 

192) MEW. Bd. 23. S. 392， 487ページ。

れは生産の改良を非常に促進したJ193)。

この記述は， ~資本論』第 1 巻第 12 章第 4 節

「マニュファクチュアのなかでの分業と社会の

なかでの分業」における，以下の叙述となって

いる。

11つのマニュファグチュアのなかで分業

をいっそう完全に行なうためには，同じ生産

部門が，その原料の相違に応じて，または同

じ原料が受け取りうる形態の相違に応じて，

いろいろに違った，部分的にはまったく新し

いマニュファクチュアに分割される。こう

して，すでに 18世紀の前半にフランスだけで

百種類以上の絹織物が織られており，たとえ

ばアヴィニヨンでは， rどの徒弟もつねにた
だ一種類の製造だけに従事するべきで，幾種

類もの織物の製造を同時に修業してはならな

L 、」とし寸法律があった」山〉。

ポッベは力織機について， r力織機は，全体か
らみれば，普通の織機そっくりであるJ，r大体
において形は同じままでかわっていなし、J，rオ
ランダは最良のしかし高価な竣を提供したJ195)

とのべている。マルクスはこれをうけて， ~資

本論』で， r力織機の最初の形態では， 旧式織
機の再現が一目で認められるJ196¥ rたとえば，
竣の製造はすでに 17世紀にはオランダの 1つ

の特殊な産業部門になっていた」間〉とのべてい

るのである。

ポッベは，繊維機械による失業の問題につい

てくわしく分析している。まずアーグライトの

硫毛機について， r5万人の硫毛工がアークライ

トに反対して議会に押しかけたJ198)とのべてい

るが， ~資本論』第 1 巻第 13 章第 5 節「労働者

と機械との闘争」は，これをうけて， rアーク
ライトの粗椛機や硫毛機にたいしては，それま

で羊毛を硫いて暮らしていた5万人の労働者が

193)，32) Bd. 1. S. 413~S. 414. 
194) MEW. Bd. 23. S. 374， 464ベージ。
195)，32) Bd. 1. S. 279~S. 280. 

196) MEW. Bd. 23. S. 394， 489ページ，注90.
197) MEW. Bd. 23. S. 374， 464ベージ，注目.
198)，32) Bd. 1. S. 269. 
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議会に陳情したj199)とのべている。また， ポッ

ベはエヴァレットの勇毛機について， 11758年

にはエヴァレットが水力で動かされる最初の勇

毛機をつくった。しかし，数百人の労働者が職

を失い， ……この機械を火中に投じさせたj200)

とし， ~資本論』も， 11758年にエヴァレットが

最初の水力運転の勇毛機をつくったときには，

それは10万人の失業者によって火をつけられ

たj20!)とのべている。もっとも，失業者の数は異

なっている。

また，ポッベはノミントミューレの歴史を詳細

に論じており 202Lこれは『資本論』第 1巻第 13

章第5節注 194203)の基礎となっている。ポッベ

の記述は， ベックマンの記述204)をもとにして

いるため，これまで，注 194はベッグマンを基

礎としていると考えられてきた205)。しかし，注

194の記述は，ベッグマンにはみられない， ポ

ッベ独自のものが存在しているのである。なお

まずこ，逆に，注 194には，ベックマンに独自の，

ボグスホルン『政治原理』からの引用が含まれ

ており，その部分は，同じ n861-1863年草稿』

ノート XXI-1342 206)にラテン語で引用されて

いる。このように，注 194は，ベヅグマンとポ

ッベを両方参照Lて書かれたものである。
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④第 II巻，第 III巻の分析
ポッペ『テヒノロギーの歴史』第 II巻，第
III巻は，第3表の目次のごとく，多様で、大量

の内容を含んでいる。そこで本稿は，マノレクス

によって利用されている部分を中心に重点的に

検討したし、。それは繊維関係以外の諸マニュフ

ァグチュアの歴史と生産過程，マニュファグチ

ュア時代の機械と科学，に関連した部分であ
3 

第E巻

つづき

とくに便利のための種々の商品の加工…
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る。まずポッベは，第 II部第4章「衣服のた

めの種々の補助商品と装飾用の商品の製造」の

冒頭で， r縫い針工場」を考察している。ポッ
ベは「イギリスとフランスと他の国々では，縫

い針製造をドイツから学んだ。……縫い針が完

成されるには60の工程をとおらなければなら

なかったj207)とのべている。これは， IF資本論』

に，rニュノレンベルグのッ γフト製針業者は，イ
ギリスの製針マニュファグチュアの基本要素に

なっているj208)と生かされている。

ポッベは第 II部第6章の過半を「時計製造

工芸」にあてている。もともとポッベ自身の著

作活動の出発点であり，それまでの成果が集約

されている。ポッベの関心事の 1つは，時計製

造における「取り扱い方，機械」の「転用」の歴

史であり，もう 1つは，時計という機械を対象と

したテヒノロギーの歴史である。ポッベは日時

計2093，水時計2103，歯車時計211)の歴史をたどり，

「転用」の例として水時計から砂時計へ2123，測程

器から他の時計へ2m，クロノメーターから天

文時計へ2143，時計から自動装置へ山〉，をとりあ

げている。歯車時計の歴史については詳細な記

述が行なわれている山〉。なかでも，時計を対象

としたテヒノロギーの発生についての分析は注

目される217)。とくに，C・ホイヘンス (Christaan

199) MEW. Bd. 23. S. 452， 560ベージ。
200)， 32) Bd. 1. S. 290. 

201) MEW. Bd. 23. S. 452， 560ページ。
202)，32) Bd. 1. S. 484~S. 490. 
203) MEW. Bd. 23. S. 451~S. 452， 560~561 ベージ。
204)，114) Bd. 1. S. 126 f. 

205) MEW. Bd. 23. S. 856，注解21ベージ， (注)121. 
206) MEGA. 11. 3. 6. S. 2200. 
207)，32) Bd. II. S. 5~S. 6. 
208) MEW. Bd. 23. S. 358， 443ベータ。
209)， 32) Bd. 11. S. 60妊.
210)，32) Bd. 11. S. 66丘
211)，32) Bd. II. S. 69妊.

212)，32) Bd. 11. S. 75. 
213)，32) Bd. 11. S. 80. 
214)，32) Bd. 11. S. 139. 
215)，32) Bd. 11. S. 173妊.
216)，32) Bd. 11. S. 78 ff. 
217)時計の歴史については，さしあたり， C. Singer， 
et al.， A History 01 Technology， Vol. 3. (臼{-

Huygens， 1629-1695)の振子時計と，その研究

から生まれた「サイクロイド曲椋の等時性」理

論218)については，くわしく，さらにオートレッ

ド(WilliamOughtred， 1575-1660)などをあげ

て，fI，、くつかの有名な数学者は， 17世紀末に

時計の他の部分のために，すく、、れた理論を考え

出すために努力したj219)とのべている。

マノレグスはポッベの時計についての記述か

ら，時計マニュファクチュア，自動装置として

の時計，マニュファグチュア時代の機械として

の時計から発生した科学に注目している。時計

マニュファグチュアに関連して，ポッベは時計

工場をこうのべている。「……すでに多年にわ

たり，時計工場に必要な全ての工芸家をいっし

ょに集めた。すなわち，歯車工，ばね工，指針工，

めっき工，エナメノレ工，彫刻工であるj220¥r売
れ行きのたえざる増大とともに，仕事を助成す

る各種の利益をもくろまざるをえなかった。

・・加工は本格的に工場様式で行なわれるよう

になったj221)0 マルクスはこれをもとに，呉種

マニュファクチュアの典型として，時計マニュ

ファグチュアを記述している222)。そのさい，注

32で引用されている別の資料をも利用してい

る。

自動装置としての時計，マニュファグチュア

ford U. P. 1957)，平田寛・田中実他訳『技術の
歴史増補版』第6巻第24章，筑摩書房，1978年。
A. Usher， History 01 Mechanical Inventi・on.
(Mcgraw-Hill， 1929)，富成喜馬平訳『機械発明
史』岩波書庖， 1940年，第6，10章。 C.M. 
Cipolla， Clocks and Culture. (Walker & Co， 
1967) 常石敬一訳『時計と文化~ (みすず書房，
1976年〉。

218)，32) Bd. II. S. 102~S. 107.ポッベはホイへγス
の『時計~ (1658 年〉と『振子時計~ (1673年〉を
区別していない (S.103).ホイヘシスについて
は，さしあたり， M. S. Mahoney， Mathematics 
in History， 佐々木力編訳『歴史における数学~(勤

草書房， 1982年〉第5章。原亨吉「クロスチャ y
・ホイゲシスJIF科学の実験』第29巻第8，9， 10 
号， 1978年。同 iC.ホイヘシスのミ発見ミJIF自
然~ 1980年 10，11月号。

219)， 32) Bd. 11. S. 118. 
220)，32) Bd. II. S. 154~S. 155. 
221)， 32) Bd. 11. S. 163. 
222) MEW. Bd. 23. S. 362~S. 364， 449~451 ベージ。
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時代の機械として時計から発生した科学，につ

いてマルクスは， さきのエンゲノレスあての手紙

でつぎのようにのべている。対応するポッベ

『テヒノロギーの歴史』①，抜粋ノート②， ~資

本論』第 1巻③の各ページをカッコ c)内に
示す。

「時計は，実用目的に利用された最初の自

動装置である〔④ Bd.11. S. 173，② S.23)。

そして，等速運動の獲得にかんする全理論が

時計において発展する〔振子運動，ホイヘン

ス，① Bd.11. S. 102~S. 109，② S.22，③ 

S. 369)。事態の性質上，時計そののもが半

ば芸術的な手工業と，直接の理論との結合に

もとづいている。たとえばカノレダーノは，時

計の構造〔① Bd.11. S. 184，② S. 24) に

ついて書いている(そして実用的な処方を与

えた)01学者的で，ツンフト的でない手工業」

と，時計製造は， 16世紀のドイツの著述家

たちのあいだでよばれた。そして，時計の発展

においては，手工業の基礎のうえでは学問と

実際との関係が，たとえば大工業におけるの

とまったくちがっている， ということが示さ

れるだろう。 18世紀には自動装置(しかもぜ

んまいによって動かされる)を生産に利用す

るという最初の着想を時計が与えた，という

ことは少しも疑う余地がない〔ぜんまい駆動

馬車，① Bd.11. S. 173，② S.23)。ボーカン

ソーのこの種の試み〔笛手， ① Bd. 11. S. 

173，② S.23)が，イギリスの発明家たちの

夢に特別な影響を与えた， ということは歴史

的に論証できることだ」悶〉。

マノレクスは「マニュファクチュアの内部で機

械工業のための準備が形成されるための2つの

物質的基礎j (手紙)の 1っとして時計を重視

した。それは時計が「実用目的に利用された最

初の自動装置j(手紙)だからである。マニュファ

クチュア時代の機械としての時計と科学につい

て，マノレクスはポッペをもとにして，1等速運動

223) MEW. Bd. 30. S. 321， 258ページ。なお C J 
内は5)S. [209]を参照した。

の獲得にかんする全理論が時計において発展す

るj (手紙)と総括し， ~資本論』において，

117世紀にまばらに現われる機械の応用が非常

に重要なものとなったのは，それが当時の大数

学者たちに近代的力学〔機械学〕の創造のため

の実際上の手がかりと刺激とを提供したからで

あるj224)と定式化している。「テヒノロギーの

歴史」という面から本書をみると，時計以外に

ついても， 桶の容積計算2253，製材所の理論226〉，

望遠鏡の改良227〉，楽器関係2283，綱の研究m3，ハ

ンマ一作業の改良2803，ランプと燃焼理論2313，ビ

ーノレ製造業問〉，染色理論233)など，数多くとりあ

げて考察している。なお，手紙に「時計の発展

においては，手工業の基礎のうえでは学問と実

際との関係が，たとえば大工業におけるのと全

くちがっている，ということが示されるだろう」

とあるが， この段階でマノレグスは，手工業時代

には，機械からテヒノロギーをへて科学への方

面が主な側面であって，逆の科学からテヒノロ

ギーをへて機械への側面が従であると考えて，

大工業時代には， 1自然、科学の応用」が主要な

側面となるとしていたようである。

ところでこの他，マノレグスはマニュファグチ

ュアの事例と Lて，第 II部第6章の「製紙工

芸j， 第7章の「客馬車j，第 1II部第2章の

「砕鉱と洗鉱j，第 V 部第1章の「ピール製造

業」の記述をつぎのように利用している。まず

製紙マニュファグチュアのポッベの記述につい

て2343，マノレグスは， n861-1863年草稿』ノー

トX1X-1170で， 117世紀と 18世紀初頭の

オランダの製紙工場は，全体系は機械の体系に

なっていないが個々の作業は機械によって遂行

224) MEW. Bd. 23. S. 369， 457ベージ。
225)，32) Bd. 1. S. 328. 
226)， 32) Bd. II. S. 41. 
227)，32) Bd. 11. S. 260. 
228)， 32) Bd. 11. S. 299. 
229)，32) Bd. 11. S. 352. 
230)，32) Bd. 11. S. 428. 
231)，32) Bd. III. S. 7. 
232)，32) Bd. III. S. 235 
233)，32) Bd. II1. S. 412. 
234). 32) Bd. 11. S. 196~S. 222. 
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される，とL、う機械と結びついたマニュブァク

チュアの主要な実例とみなすことができるj235)

とのべている。これは『資本論』では製紙マニ

ュファグチュアの製紙用圧砕機として言及され

ている236)。また，オランダとドイツの製紙業を

比較したポッベの記述は問¥w資本論』で， rド
イツのツンフト的製紙業者が次々に行なってゆ

く諸作業としては互いに混じり合っていた諸作

業が，オランダの製紙マニュファクチュアでは

多数の協業労働者が相並んで行なう部分作業に

独立化された」捌〉と定式化されている。また，

ポッベ「製紙工芸」の記述全体をうけて w資
本論』は，製紙産業が，手工業・マニュファクチ

ュア・自動生産の各典型を提供するとして， r一
般に紙の生産ではいろいろな生産手段を基礎と

するいろいろな生産方法 (Produktionsweise)の

区別を，またこれらの生産方法と社会的生産関

係との関連を，詳細に有益に研究することがで

きるJ23D)とのべている。つぎに，ポッベは客馬車

マニュファクチュアについて，r…固有の車大工
…客馬車ではいろいろな手工業者が働いてい

た。馬具匠，木工細工師，金具師，真鍬細工師，ろ

くろ師，レース飾り屋，ガラス屋，ペンキ屋，ワニ

ス塗師，メッキ屋などである。しかし近年にな

って固有の客馬車工場が生まれた。そこでは，労

働者はいっしょにまとめられ，互いに協力して，

はやくうまく働いているJ240)とのべているが，

マルグスは，これを異種マニュファクチュアの

例として，労働者の種類をそのまま使ってこう

のべている。「たとえば1台の客馬車は，車大工，

馬具匠，木工細工師，金具師，真錨細工師，ろく

ろ師，レース飾り屋，ガラス屋，ペンキ屋，ワニス

塗師， メッキ屋など多数の独立手工業者の労働

の総生産物だった。客馬車マニュファクチュア

は，これらのいろいろな手工業者をすべて 1つ

の作業場に集め，そこで彼らは互いに助け合い

235) MEGA. II. 3. 6. S. 1930， 56ページ。
236) MEW Bd. 23. S. 368， 457ベージ。
237)，32) Bd. IL S. 218. S. 222. 

238) MEW. Bd. 23. S. 358， 443ベージ。
239) MEW Bd. 23. S. 402， 498ベージ。
240)，32) Bd. IL S. 330. 

ながら同時に労働するJ241)0 

ポッベは第 III部第2章「砕鉱と洗鉱」で，

「ドイツでは…15世紀全体で，日とふるいが，砕

鉱と洗鉱のために使われた。…1579年にフラン

スではそれ以外の砕鉱用具はなかった。 Lかし

16世紀のはじめころ，ドイツで鉱石を揖鉱臼の

なかでつきつぶす揚鉱杵をそなえた本格的な砕

鉱機あるいは揚砕機が発明されたJ2仰とのべて

いる。マノレグスはこれをうけて， w資本論』第1

巻第 12章注42で D6世紀の末ごろにもまだ

フランスでは砕鉱や洗鉱に臼や備が用いられて

いるJ24めとしているのである。

ポッベが化学的マニュファクチュアをあつか

った第 V 部では，第1章「ビーノレ製造業」に

おいて， rイギリス人は， この仕事(ビール製
造)を，はじめて手工業的な経験主義から切り

はなして，化学・数学・物理学によって確実に

正確に遂行したJ244)とのべているが， マノレグス

も「マニュファクチュア的経営」における「労

働の内面的計画化」の不完全さを示すものとし

て， rマニュファクチュア的経営は生産過程の
一般的な化学的および物理的諸条件を確実に統

御することができないJ245)とのべている。

以上，ポッベ『テヒノロギーの歴史』第 II，

III巻におけるマニュファグチュアの歴史と生

産過程，マニュファグチュア時代の機械と科学

を中心に，マルクスの利用法を検討してきた。

この他，マノレグスがポッベ『テヒノロギーの歴

史』から利用している箇所はつぎのとおりであ

る。

マノレクスは「手工業時代は，羅針盤や火薬や

印刷や自動時計の偉大な発明をのこした」制〉と

のべている。ポッベはマノレクスがあげている 4

つの発明を全てあつかっている247)。またマルグ

241) MEW. Bd. 23. S. 356， 441ページ。
242)，32) Bd. II. S. 381~S. 382. 
243) MEW. Bd. 23. S. 368， 457ベージ。
244)，32) Bd. II1. S. 235. 
245) MEW. Bd. 23. S. 366， 454ベージ。注38.
246) MEW. Bd. 23. S. 369， 457ベージ。
247)羅針盤:Bd. IL S. 279，火薬:Bd. I1. S. 556， 
印刷:Bd. IIL S. 64，自動時計:Bd. II. S. 59~ 
S. 188. 



76 (76) 経済学研究 33-1 

スは， rすべての商品のうちで， 本来の奪修品
は，いろいろな生産時代のテヒノロギー的比較

のためには最も無意義なものであるj248)という

とき， これはポッベ第 III巻第 III部第4章

「衣服，装飾，華美一般のための様々なものの

加工j，第7章「とくに娯楽のための商品の加工」

を念頭においてのこととおもわれる。なお，マ

ノレクスは，抜粋ノートで，ポッペ『テヒノロギ

ーの歴史』第 II巻中の， r金・銀の装飾品」と
「鋳貨」の大部分を抜粋し， さらに 1856年，

「抜粋の抜粋j (ノート B 79) をつくってい

る249hこれは貨幣との関係で注目していたもの

とおもわれるが， H861-1863 年草稿~， ~資本

論』には利用していなし、。

v. ポヴベとマルクスのマニュファクチュア
論

これまで，たびたび、マルクスによるポッベの

マニュファクチュア論の利用をみてきた。ここ

で総括をしておきたし、。そのために，ポッベの

マニュファグチュア論の源泉をまず検討してお

こう。ベックマンは『テヒノロギ一入門』にお

いて， rその(工場とマニュファグチュア一一一引
用者)ちがいは，工場では炉火とハンマーが使

われており，マニュファグチュアでは使われて

いないという j250)とのべていた。このように，当

時，マニュファクチュアと工場の差異を，炉火

とハンマーの使用に求めるとL、う見解は一般的

であった針。。これは， r工場j(Fabrik)がもと
もとラテン語の faber(鍛冶)から来ており，

鍛冶・金属加工をさしている言葉だからであ

248) MEW. Bd. 23. S. 195， 237ベージ。注5.
249)，5) S. 116~S. 118， S. 122~S. 124， S. 169. 
250)， 53) S. VII1. 
251) J. H. G. Justi， Vollstandige Abhandlung von 
den Manufacturen und Fabriken. (Berlin， 
Joachim Pauli，1780) S. 3~S. 6. J. M. Leuchs， 
System des Handels， zweyte sehr vermehrte 
Ausgabe. (Nurnberg， Contor der Konigl. 
privil. allg. Handlungszeitung， 1817) S. 13。渡辺
尚「マヌファクトゥア・ファプリーク・ラボラト一
日ウム」京都大学『経済論叢』第119巻第6号，
1977年。

る252)。したがって，元来「マニュファクチュ

ア」は繊維関係の作業場をさし， r工場」は金
属加工関係の作業場をさすのは今日通説となっ

ている253)。

ポッベは， 1804年の論文「現在までの全て

のマニュファグチュアと工場の歴史とその成立

についての試論j254)において，工場とマニュフ

ァクチュアについての当時の区別は不明確であ

るとし， r工場」 とよばれるものの大部分はマ
ニュファクチュアであり，げんにイギリスでは

マニュファグチュアとよばれているという。そ

して実際の用法では両者が混用されていること

をみとめている。『テヒノロギーの歴史』にな

ると，ポッベはマニュファクチュアと工場にお

いて，r仕事が大規模に行なわれているj255)点を
強調し， r本格的マエュファグチュア，工場j256)
という用語を使用する。ポッベはマニュファク

チュアと工場の区別を一応， r炉火とハンマー」
によって行なうが2573，スミス的分業論の説明を

使ってマニュファクチュアと工場の優位性をの

べている25830 各製品ごとのマニュファクチュ

アの成立については，すでにみたごとく，たと

えば毛織物マニュファクチュアは， 11， 12， 13 

世紀に本格的マニュファグチュアの成立をとい

ている259)けれども，分業の規模についての説明

は一切行なっていなし、。このように，ポッベに

あって，マニュファクチュア概念は必ずしも厳

252) J. Kermann， Die Manufakturen im Rhein-
land， 1750-1833. (Bonn， Ludwig Rohrscheid， 
1972) S. 79. 

253) J. Kulischer， Allgemeine Wirtschaftsgeschi-
chte des Mittelalters und der Neuzeit 
(Munchen， 0ldenbourg， 1929) Die Neuzeit， S. 
146~S. 147.松田智雄監修『ヨーロッパ近世経済
史 I~ (東洋経済新報， 1982年)209ベージ。松田
智雄『ドイツ資本主義の基礎研究』岩波書庖，
1967年， viベージ。渡辺尚「仕事場から「工場」
へ」京都大学『経済論叢』第116巻第5・6号，
1977年， 56~57 ベージ。

254)，30) S. 99~S. 100. 
255)，32) Bd. 1. S. 32. 
256)，32) Bd. 1. S. 31 
257)，32) Bd. 1. S. 31. 
258)，32) Bd. 1. S. 32. 
259)，32) Bd. 1. S. 282. 
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密に使用されているわけではないのである。

つぎにマルクスのマニュファグチュア論を検

討しよう。マルグスのマニュファクチュア論の

形成史を本格的に検討することはここでの課題

ではないが，簡単にそれをみておこう。マノレク

スの史的唯物論の形成に対して， W.シュノレツ

(Wilhelm Schulz， 1797-1860)の『生産の運動』

(1843年) が影響を与えたことはよく知られて

いる。シュノレツは世界史を4段階に区分し，

①手仕事，②手工業，③マニュファクチュア，

④機械制工業の各段階を提起し， 1高度に分化

された手工業的活動としてのマニュファクチュ

アj260)を， スミスのピン・マニュファクチュア

を使って説明した。 これらの展開は， 11ドイツ

・イデオロギー』や『哲学の貧困』のマニュブァ

グチュア論の基礎となっているといわれる26130

もちろん， ポッベやシュノレツがともに利用して

いるスミスの分業論がマルクスの念頭にあった

ことはたしかであろう。

こうしたうえで，さらにポッベのマニュファ

グチュア論の検討をへて，マノレクスが摂取した

とおもわれる諸点を整理すればつぎのようにな

る。①ポッベはマニュファグチュアと工場の大

規模作業を強調していた。これはマノレグスの，

「協業の 1つの特殊な種類」加〉としての分業論

に生かされている。②ポッベはスミス的分業論

によるマニュファグチュアと工場の優位性を強

調した。マノレグスはポッベのいう「マニュファ

グチュアと工場」をあわせて「マニュファグチ

ュア」とし 1分業にもとづく協業」の典型と

とらえた。③ポッベは， 1本格的マニュファク

チュア」の時期を， 17世紀と18世紀としてい

る。マノレグスはこれに対して， 116世紀の半ば

260) Wilhelm Schulz， Die Bewegung der Produ-
ction， (Zurich und Winterthur， Literarischen 
Comptoir， 1843) S. 37. 

261)植村邦彦 IW・シュノレツく分業と生産諸力の歴史
哲学〉とマルクスJ~一橋論叢』第 81 巻第 1 号，

1979年。岡部義秀 11分業廃棄」論と自由な労働」
『関東学院大学大学院経済学研究科紀要』第9号，
1982年。

262) MEW. Bd. 23. S. 359， 444ベージ。

から， 18世紀の最後の 3分の 1期J263)とし，時

期に若干の相違がみられる。これは，マルクス

が，ポッベの個別マニュファクチュアの記述

や，その他の資料からこの時期を導き出したか

らであるともおもわれる。④ポッベの時計マニ

ュブァグチュア，客馬車マニュファグチュアの

記述から，マルクスは「異種マニュファクチュ

ア」概念を導き出している。⑤ポッベの製針マ

ニュファクチュア，製紙マニュファクチュアの

記述から，マノレグスは「有機マニュファグチュ

ア」概念を導き出している。⑥ポッベの毛織物

マニュファクチュア，絹織物マニュファクチュ

アの記述を，マルクスは繊維関係のマニュファ

グチュアの資料として使用している。マルクス

は綿マニュファグチュアについて， 17世紀の

オランダのサラサ持染マニュファクチュアと紡

績機械とを注目しているが，綿織物マニュファ

グチュアの成立についてはとくに関心を示して

はいない。これらの諸点は，わが国の「マニュ

ファクチュア論争」の再検討にいささか寄与す

るところがあるとおもわれる。

VI. マニュファクチュア時代の機械と科学

ポッベ『テヒノロギーの歴史』の主要関心事の

1つは，生産技術を基礎にして， テヒノロギー

が発生して，科学理論にまで高められて，今度

はそれが生産技術にどのように応用されて，改

良がすすむか，あるいはすすまないのか，とい

う問題であった。ポッベは官房学的立場からの

産業振興策とL、う視点、からではあれ 1技術を

基礎としての科学と技術の交互作用」の問題を

提起していたのである。ポッベは，すでに 1805

年の論文118世紀における機械学〔力学〕文献の

増加と進歩についての考察」で，こうした視点か

らの機械学〔力学〕史を研究しはじめていた。さ

らにポッベは『テヒノロギーの歴史』において，

「手工業，マニュファクチュア，工場，工芸の

歴史」と関連づけて， 1テヒノロギーの歴史」を

各対象にそくして検討したのである。その内容

263) MEW. Bd. 23. S. 356， 441ベージ。
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はこれまで明らかにしたところである。

マルクスは，この「テヒノロギーの歴史」に

ついての部分も，重要部分は抜粋ノートにうっ

しとり， n861-1863年草稿』執筆中にさきに示

した 1863年 1月28日付のエンゲルスあての手

紙に示されている。手紙における「結論」は，

『資本論』に， 117世紀にまばらにあらわれる

機械の応用が非常に重要なものとなったのは，

それが当時の大数学者たちに近代的力学〔機械

学〕の創造のための実際上の手がかりと刺激と

を提供したからであるj264)と簡潔にまとめられ

ている。したがって，この一文からのみでは， 17 

世紀の「機械j，I当時の大数学者j，I近代的力

学」とは何であるのかが不明確であった。しか

し，これまでの検討によって， 17世紀の「機

械」とは直接には，時計(とくに振子時計)と

ミューレ(歯車装置，水車溝などをふくむ)で

あり， I当時の大数学者」とは，ガリレイ，ホイ

ヘンス，ニュートンなどであり， I近代的力学」

とは，振子運動の理論，制動の理論，摩擦の理

論，水車溝の理論，水の抵抗理論をもとにした

ものであることが明らかとなっている。

ところで，この問題に関連しては，周知のよ

うに，科学・技術史分野で「マニュファグチュ

ア時代の科学と技術」加〉をめぐる論争がある。

いまここでこの論争にたちいる余裕はないが，

これまで明らかになったところから，論争の問

題点について指摘できるところが少なからず存

在するようにおもわれる。

VII. 11資本論』第 1巻第 13章注 89について

すで、にみたように，マルクスのテヒノロギ一

概念はポッベのそれにもとづいていた。マルク

スのテヒノロギ一関係の用語使用の変遺をみる

と， 11経済学批判要綱~， n861-1863 年草稿~，

『直接的生産過程の諸結果~， 11資本論』第2巻，

第3巻の草稿類，初版『資本論』第1巻にいたる

まで， 2-3の例外はあるものの基本的には， Iテ

264) MEW. Bd. 23. S. 369， 457ベージ。
265)さしあたり，大沼正則『日本のマノレクス主義科学
論』大月書居， 1974年参照。

ヒノロギー (Technologie)j，Iテヒノロギー的

(technologisch) jを使用して，I技術 (Technik)j，

「技術的 (technisch)jは使用していなし、。しか

し，現行版『資本論』へつぎのような改定が行

なわれている。①「テヒノロギー」を「近代

科学としてのテヒノロギー」の意味に限定して

使用している。②「テヒノロギー的」を「技術

的」に変更して「労働手段」または「労働手段

によって規定された」とし寸意味に使用してい

る。③『資本論』第2巻，第3巻は，おそらく

はエンゲノレスによって， I技術的」という用法に

なっている26630

この改定の理由はどのように考えられるであ

ろうか。 W ・ザイピッケの研究267)によれば，

「物質の加工についての科学」としての「テヒ

ノロギー」という用法は J・ベックマンによっ

て確立された26830 これに対して， ドイツ語の

「テヒニーグ」とし、う用法は，もともと，①「実

践的能力と行為」の意味と，②「手工業，工場

の生産手段の総体」の意味とがあり，産業革命

以降，両者の分離がすすんだ269)。そして， 1850 

年代以降， Iテヒニーク (Technik)j の内容に

対して，I技術的 (technisch)jが使用されるよう

になったという 270)。すなわち， 1850年代以降，

産業革命の進展のなかで，工場の生産手段とし

ての「テヒニーク」の内容に対して， I技術的」

という用語が使用されるようになったのであ

る。このような用語法の変化がさきの改定の背

景にあったものとおもわれる27130

266)北村洋基「技術と経済発展J11現代と思想』第
12号， 1973年。須藤浩行 111資本論』における
technischとtechnologisch(上)(下)j[J経済科
学通信』第37号，第38号， 1982年， 1983年参照。

267) W. Seibicke， Technik， Versuch， einer Ge-
schichte Wortfamilie um TEχ均，in Deutsch-
land vom 16. Jahrhundert， bis etwa 1830， 
Technikgeschichte in Einzeldarstellungen. 
N r. 10， 1968. 

268)，267) S. 286. 
269)，267) S. 277 
270)， 267) S. 287. 
271)，マルクスの『テヒノロギー史抜粋ノート』の解読
者， H. S ミューラーによれば， 19 世紀の 30~50

年代当時の用語法として，官房学的な「テヒノロギ
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ところで， 注 89における「テヒノロギー」

の使用は，初版『資本論』からフランス語版『資

本論』にいたるまで，変更は加えられていな

い。これらのことを念頭において， 注 89を検

討してみよう。全文は以下のとおりである。

「すでに彼(ジョン・ワイアット一一引用者)

よりも前に，非常に不完全なものだったとは

いえ，粗紡機が，たぶん最初はイタリアで，

使用された。もし批判的なテヒノロギーの歴

史(Einekritische Geschichte der Techno1ogie) 

というものがあれば，それは，一般に， 18世

紀の発明が一個人のものであることがどんな

に少ないかを証明するであろう。このような

著作は，これまでのところでは，まだ存在しな

い。ダーウィンは，自然的テヒノロギーの歴史

(die Geschichte der naturlichen Techno1ogie)に，

すなわち動植物の生活のための生産用具とし

ての動植物の諸器官の形成に，関心を向け

た。社会的人間の生産的諸器官の形成史，そ

れぞれの特殊な社会組織の物質的基礎の形成

史も，同じ注意に値するのではなし、か?

そして，このほうがもっと容易に提供される

のではないか? というのは， ヴィコも言っ

ているように，人間の歴史が自然の歴史から

区別されるのは，前者はわれわれがつくった

ものであるが，後者はそうではないというこ

とによるのだからである。テヒノロギーは，自

然にたいする人間の能動的な態度 (dasaktive 

Verhalten)をあらわに示しており，人間の生

活の，したがってまた人間の社会的生活関係

やそこから生ずる精神的諸観念の直接的生産

過程をあらわに示している。どんな宗教史

も，この物質的基礎を無視するものは一一無

批判的である。じっさい，分折によって宗教

的な幻像の現世的な核心を見いだすことは，

それとは反対にそのつどの現実の生活関係か

ら天固化された諸形態を展開することより

も，ずっと容易なのである。あとのほうが，

一」の使用法から，技術者的，自然科学的な「テ
ヒニーク」への移行時期にあったという， 5) S. 
X. 

唯一の唯物論的な，したがって科学的な方法

である。歴史的過程を排除する抽象的自然科

学的唯物論の欠陥は，その唱道者たちが自分

の専門の外にでしゃばるときに示す抽象的で

観念論的な見解によってもわかるのであ

る」27230

まず注89を理解するにあたって， 第1に留

意すべきは，注がつけられている箇所である。

その箇所は，ジョン・ワイアットの紡績機械に

言及した部分である。それに対して， r…粗紡
機が，たぶん最初はイタリアで使用された」と

いう注89がつけられているのである。 これは

すでにみたように，ポッベがイタリアで最初に

発明された紡績機械についてのべていたことに

関連している。第2に注89を， ~資本論』にお

ける他の部分の記述と統一的に把握することで

ある。この点では， 同じく注目でのダーウィ

ンへの言及273)と， さきにみたrI7世紀の機械

…大数学者に近代的力学…」という記述との関

連が考慮されるべきである。第3に，マルクス

が「批判的なテヒノロギーの歴史」というとき，

これは一個の「著作」であって，マルクスがポ

ッペ『テヒノロギーの歴史』を広範に利用して

いるところからみて，ポッベ『テヒノロギーの

歴史』を念頭においていることは明らかであ

る。にもかかわらず，マルクスはこれを明示し

ていない。また， マノレクスは， r批判的なテヒ

272) MEW. Bd. 23. S. 392~S. 393， 487ベージ。
273) MEW.Bd. 23. S. 361~S. 362， 448ページ。「同

ーの部分がさまざまの仕事をしなければならない
あいだは，なぜそれが変異しやすいのか一一つま
り，なぜ自然選択は形態のそれぞれの小さな偏差
を，その部分がある一つの特殊な目的だけに役だ
たねばならない場合にくらべて，それほど注意深
く保存したりすてきったりしないのか一一ーという
ことは，たぶん諒解できることであろう。それは，
あらゆる種類の物を切らねばならないナイフはほ
とんどどんな形でもよいが，ある一定の目的のた
めの道具は一定の形をしていたほうがよいのと同
様であるJ(Char1es Darwin， On the Origin 
01 Species by Means 01 Natural Selection， 
London， John Murray， 1st ed.. p. 129，八杉
竜一訳『種の起原~ (上)，岩波文庫， 1963年，
192~19⑪ベージ〉。
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ノロギーの歴史」という「著作は，これまでの

ところでは，まだ存在しなL、」とのべている。

すなわち，マルクスはポッベ『テヒノロギーの

歴史』を「批判的ではない」と考えていたよう

である。それでは， 1批判的ではなし、」 とはど

のような意味であろうか。のちに検討したし、。

第4にダーウィンについては別稿で検討するよ

うに，ダーウィン自身が『種の起原』最終章に

おいて，人間の道具と動植物の器官とのアナロ

ジーを試みていた274)ことに留意すべきである。

以上の諸点に留意して， 注 89の一理解を試

みよう。まず「批判的なテヒノロギーの歴史」

以下の一文である。 1批判的」とはどのような

意味であろうか。同じ注は， 1宗教史そのもの

も，もしその物質的基礎を捨象するならば，批

判不足である(フランス語版)Jとのべている。

したがってこの場合， 1批判的」 とは「物質的

基礎」にまでさかのぼって明らかにすることと

理解される。そうすると， 1批判的なテヒノロ

ギーの歴史」とはまさにテヒノロギーの物質的

基礎をも明らかにする「テヒノロギーの歴史」

をきしていることになる。それではなぜ， 1批

判的なテヒノロギーの歴史というものがあれば

…18世紀の発明が一個人のものであることが

どんなに少ないかを証明する」ことになるので

あろうか。ポッベは紡績機械について， 1テヒ

ノロギー的機械」 とよび， 1機械学によって完

全となった機械」と規定していた。したがって

紡績機械の発明が「一個人のもの」ではない

274) rわれわれがもはや生物を，野蛮人がなんだかま
ったく分らずに船をながめるのと同様には見ない
ようになったとき，われわれが自然のあらゆる所
産をそれぞれ歴史をもってきたものとみなすと
き，われわれがすべての複雑な構造や本能を，偉
大な機械的発明が多数の労働者の労働や経験や推
理の，そして失敗さえもの，総計としてみられる
のとほぼ同様に，それぞれ所有者にとって役に立
つ多数の工夫の総計であると考えるとき，われわ
れがおのおのの生物を，このようにみるとき私は
自分の経験でいうのだが，博物学の研究はいまよ
りさらに，どれほど興味ゆたかなものとなること
かJ(Charles Darwin， Ibid.， p. 486，入杉竜一訳
『種の起原~ (下)，岩波文庫， 1971年， 217ベー

ジ〉。

ことを示していたのである。しかも，ポッベは

ベッグマンとはちがって，たんなる「発明史」

ではなく， 1生産過程の歴史」をそのねらいと

していたことはすでに明らかにした。しかしま

た， 1批判的ではなL、」の意味を， 1テヒノロギ

ーの物質的基礎を明らかにしていなし、」とうけ

とれば，紡績機械を「機械学〔力学〕によって

完全になったテヒノロギー的機械」と規定する

のは不十分であるということになる。しかし，

その機械学〔力学〕は紡績機械を対象として発生

したことは明らかにされており，その意味では

テヒノロギーの「物質的基礎」は無視されてい

ない。たしかにポッベには，多くの発明をドイ

ツ起原とする「民族主義的立場」があり，また

ベッグマンに無批判にしたがうなど，資料批判

の面で不十分なところもみられる。これらをさ

して「批判的ではなし、」ということはできるの

であるが，マルクスのさきの言及にはさらに検

討が必要であるようにおもわれる。

つぎに， 1ダーウィンは，自然的テヒノロギー

…・・」以下の部分である。この場合， 1自然的テ

ヒノロギーの歴史」と「動植物の生活のための

生産用具としての動植物の諸器官の形成」が等

置されていることは明らかである。テヒノロギ

ーとは「生産用具」を基礎に，それを対象とし

て発生してきたものであるから， 1テヒノロギ

ーJを「生産用具」と対比させるのは正確では

なしむしろ「テヒニーク」をそれと対比すべ

きであろう。ポッベは『テヒノロギーの歴史』

で「手工業，マニュファグチュア，工場，工芸

の歴史」の展開を基礎としてそれに対応 Lた

「テヒノロギーの歴史」を記述した。したがっ

て，マルクスはポッベ『テヒノロギーの歴史』

から， 1生産用具」 とそれを基礎とした「テヒ

ノロギー」との両者の歴史を読みとったとおも

われる。だから正確には「テヒノロギー」とそ

の基礎たる「生産用具」を区別しなければなら

ないのであり，それゆえ，現行版『資本論』へ

の改訂によって「テヒニーク」と「テヒノロギ

ー」の区別が行なわれたのである。しかし，注
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89のこの部分のみは， 1"自然的テヒノロギー」

となったままなのである。そもそも「自然的テ

ヒノロギー」 という用法は， 1"近代科学として

のテヒノロギー」という他の部分におけるマル

クスのテヒノロギーの定義からしでも矛盾した

用法である。おもうに， 1"自然的テヒノロギー」

という用法は，ポッベ『テヒノロギーの歴史』

の影響をうけた，用語の訂正もれとみるべきで

ある275)。このことは， 1"テヒニーク」への改訂

がェンゲルスの助言によるものと推定されるこ

とを考えあわせると，いっそうその可能性は高

くなる。そのように理解すれば，マノレクスがその

あと， 1"社会的人間の生産的諸器官の形成史，そ

れぞれの特殊な社会組織の物質的基礎の形成

史」とのべているのは，まさに「テヒニーグの

歴史」であることが了解されるものと考えられ

るのである。これまでの「技術論論争」にあっ

ては，資料的制約もあり，ポッベ『テヒノロギ

ーの歴史』やマルクスの「テヒノロギーJ，1"テ

ヒニーク」関係の使用法の変遷の検討が不可能

であったため，さきの「自然的テヒノロギー」

の理解をめぐって，様々な議論が行なわれてき

た。しかし，このように理解すれば，相川春喜

のごとく， m社会的人聞の生産的諸器官』がテ
ヒノロギーの直接的対象であるから，テヒノロ

ギーの直接的対象たる筈のテヒニーク(技術)

とはかかる『社会的人間の生産的器官』たるこ

とは明らかであるJ276)という「無理」な論理的推

定をとらぬとも， 1"社会的人間の生産的諸器官」

がテヒニークであることが示されるのである。

なお，ダーウィンとの関係でし、えば，すでに

のベたように，ダーウィン自身が『種の起原』

で，動植物の器官の形成史と，道具の歴史との

アナロジーを行なっていたのであって，この点

275) W資本論』第2板後記参照。「私は， ドイツ語原文
のいくつかの部分について，ある箇所ではもっと
徹底的に書きかえることが，他の箇所では文体を
もっと改めることが，あるいはまたときどきある
書き違いをもっと入念に取り除くことが必要だっ
たと感じている。それをやるためには時聞がなか
ったJ(MEW. Bd. 23. S. 18~S. 19， 14ベージ)。

276) 相川春喜『技術論~ 30ベージ。

は，マノレグスが同じく注目で引用している『種

の起原』の文面をみても明らかである。したが

って， 1"ダーウィンは，……諸器官の形成史に，

関心を向けた。社会的人間の生産的諸器官の形

成史……も，同じ注意に値するのではないか?J

という記述はむLろ，ダーウィン自身が「社会

的人間の生産的諸器官」である「生産用具」の

形成史に「同じ注意」を払い， 1"動植物の諸器

官の形成史」に「関心を向けた」と理解すべき

である。

つぎに， 1"テヒノロギーは， 自然にたいする

人聞の能動的な態度…」以下の部分である。こ

れまでみてきたところから明らかなように，人

聞は「生産的諸器官」を発達させ，それを「物

質的基礎」とする「テヒノロギーJ，1"科学」を

形成して， 今度はそれによって， 1"生産的諸器

官」を改良してきた。この点こそが，自然にた

いする「人間の能動的態度(行動様式 フラ

ンス語版)J を示すものなのである。動植物も

「諸器官」を「進化」させるが，それを基礎・

対象とする「テヒノロギー」は当然生まれな

い。そして，ポッベ『テヒノロギーの歴史』で

くわしく明らかにされ，マルクスが 117世紀の

機械の応用は，…当時の大数学者たちに，…近

代的力学の創造のための実際上の手がかりと刺

激を与えた」とのべたように， 1"機械」を「物

質的基礎」とする「テヒノロギー」が，たとえ

ば， 近代的力学， 数学などの「精神的諸観念

(知的観念，概念一一フランス語版)Jを生ぷ出

す媒介項となっていることをさしているのであ

る。だから，そのあと， 1"物質的基礎」を無視

するものは， 1"無批判的」であると強調するの

である。相川春喜のテヒノロギー論を批判した

戸坂潤が，11人聞が自然に対する能動的関係」や

それに基く限り生産諸関係のみならず精神的諸

観念までの形成過程がなぜ「労働手段の体制U
と考えられねばならぬのだろうかJ277)とのべる

とき，その疑問は，テヒニークとそこから発生

277)戸坂潤「イシテリゲシチャ論と技術論J(1935年〉
『日本イデオロギー論』岩波文庫， 1977年，321ベ
ージ。
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したテヒノロギー，さらには「近代的力学」な

どの「精神的諸観念」を，区別と関連のうちに

とらえれば，解決されるのである。なお， rテ
ヒノロギーは，……人間の社会的生活関係……

の直接的生産過程をあらわに示」すというの

は，たとえば，ポッベの「特殊テヒノロギー」

が各産業別の態様，生産方法を分析し，記述し，

「人間の社会的生活関係」の基礎を明らかにし

たことを念頭においてのこととおもわれる。

最後の部分を検討しよう。「そのつどの現実

の生活関係からその天国化された諸形態を展開

する」ことが「唯一の唯物論的方法」であるとい

うのは， r物質的基礎」たる「テヒニーク」から
「テヒノロギー」の発生を，さらに科学の形成を

とかなければならないように，宗教もその「物質

的基礎 (MateriellenBasis)j たる「現実の生活

関係」から「天固化された諸形態」を説明する

ことが， r唯一の唯物論的方法 (materialistische
M巴tode)jであるというのである。「歴史過程を

排除する抽象的自然科学的唯物論」の欠陥とは，

当時のフオークト (KarlVogt， 1817-1895) な

どの俗流唯物論者の見解を念頭において，科学

を「永遠不変」とみなして，その科学の「物質

的基礎」たる「テヒニーク」や「テヒノロギー」

の歴史的発達とそれを基礎として展開する「科

学の発展」を看過する見解への批判であろうと

おもわれる。

以上，ょうするに注89は全体と Lて，社会の

「物質的基礎」としての「テヒニーク」とそこ

から発生する「テヒノロギー」を媒介として，

「科学j，r精神的諸観念」が形成されることを
強調し，そのためにも「物質的基礎の形成史」

すなわち「テヒニークの歴史」に注目すべきこ

とをのべたと理解すべきである。かかる視点

は，たんに技術史にとってのみならず，科学史・

思想史の方法論としても重大な内容を提起して

いるものであって， D7世紀の…機械の応用は，

…当時の大数学者たちに，……近代的力学の

創造のための実際上の手がかりと刺激を与え

たj276)という『資本論』のさきの指摘もこの線

にそうものである。

総括

ポッベのテヒノロギー論を， とくに『テヒノ

ロギー歴史』を中心に考察し，マルクスの利用

法を検討してきた。本文で明らかにしたよう

に，ポッベの「一般テヒノロギー」についての

規定は，マルクスの「テヒノロギー」の理解の

基礎となっている。 マノレグスは， ~テヒノロギ

ーの歴史』を，物質的生産の歴史の素材として

利用し，以下の結論をひき出した。その第1は，

「機械制大工業」の「物質的基礎」 としての

「機械j.とくに製粉機と時計の歴史分折を通じ

て，機械の概念と機械の発達法則を導き出した。

第2に， とくに繊維関係の機械の歴史を分折し

て産業革命の「技術的出発点」を明らかにし

た。第3に，各種マニュファクチュアの時期，

概念，内容について，マルクスはポッベの叙述

を素材として利用し，さらに独自の規定を加え

た。第4に，マニュファグチュア時代の機械と

科学の関係について，マルクスはポッベの視点

と記述をくみとり，定式化した。第5に，ポッペ

『テヒノロギーの歴史』の視点と記述を念頭に

おいて， マノレグスは『資本論』第1巻第13章

注89をものにしたと推定される。その問題点

については，本文で明らかにしたところである。

以上の諸点は，マルクスが利用したポッぺの

諸文献と，マノレクスの利用法の検討にもとづい

て明らかにしたものである。わが国の「マニュ

ファクチュア論争j，r技術論論争j.rマニュフ
ァクチュア時代の科学と技術・論争」の再検討

に，いささかの寄与するところがあれば幸いで

ある。

〔付記1] 本稿作製に当り，文献利用・解読につき，

高田誠二氏，木本忠昭氏，平子友長氏，徳永盛一氏

岩淵誠一氏の御厚意をうけた。ここに記して謝意を

表したい。もとより，ありうべき不十分さや誤りに

278) MEW. Bd. 23. S. 3明， 457ベージ。



1983.6 J.H・M.ポッベ『テヒノロギーの歴史』とマ Jレクス 吉田 83 (83) 

ついては，私の責任であることを明記したい。

C付記2J 本稿脱稿後，本文注5，6で引用したマルク

スの抜粋ノートが所蔵先のアムステノレ夕、ム社会史国

際研究所の許可なく刊行されたことを知った(In-

ternational Review 01 Social History， VoL 

XXVIl-1982-Part 1， False Alarm)。非常に残念な

ことである。いずれ刊行される新MEGA版によっ

て，正確を期したい。
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